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序

近年,わが国におけるモータリゼーションの進行や,鉄道新幹線の高速化などによる交通革命は,

地域の性格を大きく変えようとしている｡ とくに僻遠の地境においてその傾向が著しい.青森県の

津華半島北部は本州北端の地域であり,交通路線も単感の国鉄津車線が走っているのみである｡こ

の地域は全 く虜のあたらぬ場所として,経済的にも羨進地域の典型とみなされてきた｡ しかし,日

本の経済高度成長にともなって,北海道と本州の連絡は青函連絡船のみに依存することを不可能に

ならしめた｡ここに北海道と本州を結ぶ最短距離である,浮草半島三厩と渡島半島吉岡間の海底 ト

ンネル工事の計画がなされることVCなった｡青函 トンネルは当然.東北新幹線と北海道新幹線の連

絡機能も果すわけで.津華半島北部がにわかに脚光を浴びてきた｡この交通変革はこの地域に大き

な変化を与えることは当然予想されるところである.したがって.この地域にスポ ットライ トをあ

てて,現況を明らかにL,今後いかに変化してい くかを見るvc絶好の機会と考えた｡ 弘前大学地理

学研究室では,毎年学生の巡検調査を実施しているが,本年度は津軽半島の今別町を対象地域とし

て,地域性を明らかにすることを試みた.幸いにも,今別町長丸山惇氏の特別の御理解と御厚意を

頂き,役場当局の御後援の下に調査を纏めることが出来た｡ ここにお世話になった方々に厚く感謝

を申しあげ,つたない報告書の御叱正を頂きたいと念願するものである｡

(横山 弘)
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1 自 然 環 境

1) 今 別 町 の 概 要

今別町は津軽半島北部に位置し,東西 17Kn南北 14K皿で,北は津要海峡に面し,東は平飴村,

南東は蟹田町,北西は三厩村,南西は半島の中央部を縦走する中山山脈によって市浦村と接し,面

積 124',80KJn2 である.

今別町の人口は昭和 46年で 7,547人であり.人口推移をみると5年毎の国勢調査で著しく人

口が減少を示している｡これは出稼ぎが多くなった事に起因していると思われる｡また過去 (昭和

55--45年 )10年間の人口滅少は

8.7多であ り,原因はFP/'卒者など若年

層の県外就戦,町外-の流出が出稼ぎ

の他に考えられ,出生児数の減少も考

えられる｡しかし,青函 トンネル工事

が進められ,今別町はその坑口地にあ

たり,今後は却って人口が増加すると

思われる｡

今別町の集落は,海岸線に沿って8

部落 (奥平部,砂ケ森,裏月.大泊,

山崎,村元,今別,浜名)が断続的に

配列L.今別川流域の山間地vc大川平.

鍋田,二股の5部落が点在している｡

亀哩 可

2) 今 別町 の地 形 地 質及び気 候

a,.仁地 形

津亜半島は東の下地半島と対峠して本州最北端をなし.'中vt陸奥湾を抱き,北は津華海峡を隔て

て,北海道の渡島半島を望む｡

津車半島は西の竜飛崎と東の高野崎との二突角を北に向けその間は三厩湾を7:=す｡竜飛崎は増川

島を (715.7皿)主峰とする山地の突角であり,高野崎は袴腰岳を (707.1m)主峰とする山

地の突角である｡二つの山地は今別川河谷によって痛てられている.また.今別川河谷の東側vcは

扇状地帯が形成されている.卓聾半島の海岸線に沿って海岸段丘が発達していることは早くから注

目されているが,今別町の付近では,三つの段丘面に区別できる.
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1)海 岸 段 丘

上記のよう托今別町付近では海岸段丘面としては三成の面に区別できるoすTLわち,下位段丘面

(50-50m) 中位段丘面 (70--150m)上位段丘面 (150-200m) の5区分である｡

下位最丘面は海抜 50- 50mの平坦Ti:段丘面を保有し現在の海岸線に治って津軽半島の北岸か

ら東岸にかけて発達 しその段丘面は多くの小さい峡谷をTLす背後の山地からの小河川で切断されて

面としての連続性を欠いているが,三厩湾岸では西から東-と今別川の広い河谷平野で隔てられて

はいるが,W長く連続 して見えるO.段丘面の幅は今別川口の両側三虚から山崎に至る三威湾の中部で

比鹿的幅広 く発達しlrd以上に及び,その他では多くが200- 500mの狭いものである.

この段丘面は多く畑地が分布していわゆる半薯半漁の零細な鼻業経営が行TLわれている｡

中位段丘面は下丘段丘面と明瞭7:=炭丘崖または斜面を以て境として海抜 7D-150皿の高度に

あ り段丘面は下位段丘面よりも開折が進んで後背山地に発する河川の間の細長い稜線上の平滑面と

して残っている｡中位段丘面の分布はその下の段丘面よりは広 く,ことに今別を中心として酉の三

厩と東の大泊と母衣月との間の誘釜靖に及び,その幅も今別南方では 1-2K皿に及んでいるO また

今別南部では高ま 70mの所に砂嘆膚を示しているが傑形から見れば川砂利のように思われ今別川

の河岸駈 面と連続 しているとも見える｡

上位段丘面は海抜高度 150､ 200mの緩斜面として竃飛崎.高野崎の山地中頓斜面に肩状に

配列している｡ この段丘面は北部では国有林のヒJ,'の自然林を7:i:すが巨木の多い材積の豊かな美林

をなしている0

2)扇 状 塊 (今別東部扇状地帯)

開口扇状地は北の坊主岳 (498皿)

と南の尖岳 (529.1皿).との間を東

方の袴腰岳 (707.1m)の北斜面か

ら西流する関口川が中位の海岸段丘面

を削刺 して,西方鍋田付近の下位海岸

段丘面にかけて扇面を展開して北から

南に転位T,つつすでに現在は虜面を10

m枚と掘削した流路をTLしているO虜

頂海抜高度は 120m扇端は50mで

扇面は西に向かって二等辺三角形状に

展開し半径約2KzIである. 扇面は平滑

で嘆士を7:iL時に人頭大の巨大TLl虎も

今 別 町 の 地 帯 も舟木凪



あるが黒土は薄い.扇端では下位段丘面を鍋田付近で over･1ap しているようであるが下位段

丘面の高度が20-50mで少し低いのはこの付近の段丘は堆積段丘で硬い基盤岩層を欠くためで

あろう｡

関口扇状地には昭和 25年に宮城岩手の入植者の開拓部落21戸あったが現在では 16戸で 1軒

4ねの耕地のうち0.8Aaを水田にその他を畑地や牧草地などvc利用している.

関口扇状地の南方vcは今別川の右岸山稜に斜面が緩い傾斜で広 く続いているがやはり嘆層を主と

する fang ld皿erate(扇状地堆積物)より成 り関口扇状地よりも古い開析扇状地と思われる.

属領は 150m東端は 50皿で今別川の河岸皮丘面-vc急傾斜の斜面で臨んでいる｡

b.地 質

今別川河合一帯は水成岩より成る新第三系によって占められ一部に玄武岩や石英粗面岩の臥 が

あるのみである｡河川流域の平担地は第四紀層であり丘陵地帯は新窮三岩層で山岳地帯は安山岩か

ら成っている｡土他ま｢投vc植壌土が多 く今別川長川等の流域の丘陵地{･は腐植土が見られるが山

嶺一帯は表土が薄 く上層は安山岩とTLっている.

C.気 ･候

卓軽海峡に面 しているため潮流の影響を受けやすいが年平均気温は 10℃前後 僻拝l]46年11.5℃)

であり県平均とほとんど変らTLい｡しかし4月～7月の北西風 8-10月の偏東風が強 く農産物の

生育vc悪影響を及ぼしている. この偏東風 (ヤマセ)は開口扇状地上の関口開拓で特vc蔵書を及ぼ

しているL,これは待避岳 (707.11皿)と鳥岳 (560.9m)の間vc500皿を越す山がTLくヤマ

セの影響をまともqc受けるのが関口開拓の地区だからである.ヤマセは尊作物に悪影響を与えるだ

けでなく漁業にとっても出漁不能などの事態をしばしは生じさせる因となっている｡

冬期は北西風が吹き降雪も11月下旬から盛年 5月まで続き積雪も多い｡降水量は年平均5.2hn

(昭和46年)で豪雨のひん度も低 く梅雨期の雨も此奴的少TLく台風もまれである.

月別気象状況 (46年中)

気 温 (℃) 降 雨 量 (Ⅷ )

月別 雇 高 最 低 (平 均 降雨日数(含雪 ) 月 量 最大日量 平 均

1 2.1 -5.0 一口.5 28 112 ･15 5.6

2 2.5 -5.4 -0.5 27 80 21 2.9

5 4.7 -1.5 1.8 25 128 50 4.1

4 ll.4 5.2 7.5 12 82 24 2.7

5 15.9 7.6 ll.8 15 61 14 2.0

7月より次頁表
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気 温 (℃) 降 雨 量 (Ⅶ )

9 21.1 14.5 179 14 148 45 4.9

10 16.4 8.4 12.4, 21 118 25 5.8

ll 1〔J.5 4.2 7.4 17 68 17 2.5

12 4.7 -D.8 4.0 27 155 50 4.2

学年 25.9 -5.4 ll.5 19 97 45 5.2 l

3) 今 別 町 の土 地 利 用

今別町付近は三厩常岸を中心として漁業地帯であり,三風 竜飛,大泊, 麦 月などのほか小さ

7:L湾を利用した小漁港が多く住民の多くは生活の頚を海に求め陸地には背を向けて来たといえる｡

ただし今別の平野や東部の海岸平野地帯では鼻菓地帯をなしている.津盛半島北岸の漁業地帯でも

主食は漁襟による収入で購うが副食物は自給をはかり背後の山地との間の下位海岸段丘面の狭い平

地をその生産vcあてている｡今別町の山地帯の大部分は国有林でありその国有林はヒバの自然林を

主体としている｡

三厩湾中央部の今別町では5Da未満の零細経営の農業従事者は全体の y3位であるが三厩村な

どでは65多忙も及ぶ｡これは今別JTVCは今別川沿岸の広い水田を持つ鼻家が多いからであるoし

かしながら1払以上の尊家となると全体の 力 帝にととまるOまた段丘瓦上の耕作黄熟 甘特異なも

のである｡最丘面も開析谷で刻まれて狭いが耕地もまた細かく仕切られている｡これはヤマセ風を

防ぐ意味もあるが鼻作業が機械化されていTLいことを示すと共に崖道の整備もTLく耕地整理もなさ

れていないことを示す｡

この地域は平辺地としては段丘面と沖積平野とで何れも面積は狭く限られており特に分布の広い

下位段丘面は面積が狭いので産耕地以外に利用することは7:=るべく避けているoJ

今別川中流の開析扇状地も多 くは採草地として利用され｢斜ま耕地化しているO

付 記

自然災害とは異なるが今別町南部の林道を営林署で工事しているために今別町の上水道が汚濁す

るなどの被害が出ている｡また今別町の山地の大部分が国有林であり,いわゆる ｢軒先国有林｣地

帯を成している｡
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関口扇状地においては開拓入植者は道路に沿って直角に地割を行T=い畑地にはジャガイモTi:どの

根菜類が多 く植えつけてあった｡ これはヤマ七の影響で背丈の高い野菜が生育しにくいためであっ

た. この開拓部落においてはヤマセ-の対策が一番肝要であると感じたが,実際肉牛の飼育でヤマ

セの被害を受けても営農を継続できるようにほとんどの貴家が行っている. また関口川の水利権が

肩端の鋼ヨ部落にあたるために山崎地区からの揚水に頼る水田耕作が行なわれていた.

(小野寺 功 ･藤田 正吉)

参 考 資 料

今別町の概要 (1974年)

町勢要覧 ｢いまべつ｣ (1972年)

日本大学文理学部自然科学研究所 ｢研究記要｣ (19d5年)
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2 - 人 口

1) 累 年 人 口及 び 世 帯

年 次 世 帯 数 人 口 女 100人vc対する男 一世帯当人口 備 考男 女 計

大正9年14年昭和5年10年15年25年50年 574 1,214 1,141 2,555 106.4 6.29 二李木

459585 1,4211,252 1,4121,218 2,8552,5(522,8]82,470 100.6102.8 6.456.45 今 別-本木

492 1,412 1,5]5 2,915 95.9 5.92 今 別

596 1,527 1,260 2,587 105.5 5.92 -本木

541 1,645 1,655 5,298 S9.5 6.65 今 別

598 1,257 1,512 2,559 95.8 6.09 -本木

582 1,758 1,794 5.552 58.0 6.45 今 別

48D 1.564 1,599 5.165 97,8 6.10 -本木

758 2,222 2,525 4,547 95.5 6.59 -~盲一別(住民登轟4.1)

1.544 4.046 4,098 8,144 98.7 6.60

55年 1,442 5,945 4,118 8,065 95.8 5.59

40年 1,568 5,652 4,025 7,657 90.2 4.88

45年 1,652 5,615 5,745 7,558 9占.6 4.45

46年 1,719 l 5,704 5,845 7,547 96.4 4.95

47年 1,714 5,674 5,792 7,466 96.9 4.55

48年 1,695 5,654 5,756 7,570 97.5 4.55 t

< 累年 人 口及 び 世 帯>

今別町は,昭和 50年までは今別村,一本木村にわかれていたが,昭和 50年両村が合併するこ

とによって人口はおよそ 8,D0O人に連した.今別の人口は,この年にピークを示したのであるが,

それ以来年々減少傾向を示し今日に至っている･つ

ところで,町全体の人口は一般的に減少 しているが,一方世帯数は逆に年々増加 している.この

ことは,威家族化的傾向であり,近年の日本全体の風潮となっている｡ これは,資本主義の発達,

また各家庭の所得が上昇して経済的に余裕が出てきたことがあげられるが,それと共に時代の流れ

による影着が大きいとも言える0
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2) 人 口 動 態

区分年次 自然的人 口動 態 社 会的人 口動 態 ㊨ +㊨出 生 死 亡 増威 ① 転 入 転 出 増減 毎)

昭 和 50年 241 61 +180 206 ◆174 + 52 +212

55年 167 65 +104 284 468 -184 - 80

55年 187 54 +155 2% 481 -185 - 52

57年 195 56 +157 508 557 -229 - 92

58年 184 55 +151 441 592 -151 - 20

汐 年 154 65 + 91 450 587 -157 - 66

40年 157 ヨ〕 +1ロ1 219 410 -191 - 84

41年 152 65 + 69 518 440 -122 - 55

42年 156 57 + 99 455 524 - 69 + 5ロ

45年 152 48 +104 512 441 -129 - 25

44年 111 49 + 62 588 652 -244 -182

45年 119 54 + 65 551 555 - 22 + 45

46年 106 60 + 46 595 558 -145 - 99

47年 105 55 + 5] 561 500 -159 一一 89

3) 部 落 別 人 口 の 推 移

世帯数 人 口 世帯数 人 口 世帯数 人 口 世帯数 人 口 世帯数 人 口

浜 名 94 565 108 540 117 556 129 587 152 584

今 別 485二2,457 560 2,477 595 2,425 625 2,522 609 2,252

大川平 225 1,275 255 1,224 251 1,172 261 1,151, 257 1,158

二 股 (汐 424 75 595 ∈2 588 77 579 79 565

鍋 田 58 574 56 514 58 514 59 幻9 62 294

村 元 72 452 94 4汐 99 481 106 498 107 482

山 崎 65 549 69 569 74 296 85 565 9ロ 570

大 泊 109 642 115 581 119 547 118 541 120 550

婁 月 88 480 88 598 80 551 84 548 85 551

砂ケ森 61 591 65 550 64 514 65 52〕 65 517

奥平部 118 661 111 550 115 556 114 529 5〕 251

合 計 1,412 8,068 1,568 7,657 1,652 7,558 1,719 7,547 1,715 7,572
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<部 落別人 口 の推移 二>

町全体の人口は年々威少しているが,その傾向は各部落において必らずLも見られないC

まず,各部落別の人口をみると,主に増加しているのは,山崎,村元, (浜名)などである｡

(荏)浜名は必らずLも増加とは言いきれないが,ここでは一応これに含めるら

また,減少している部静ま,大川原,二股,鍋乳 大泊,某月,砂ケ森, (今乳 臭平部)であ

り,今別町の大部分を占めている｡

(注)今別,奥乎部は,はっきりした減少とは言い釘れず不明確であるo

ところで,各部落の世帯数vcついてみると,町全体が増加 しているように大部分の部落も増加し

ている｡

増加している部落は,浜名,鍋田,村元,山崎,大泊,今別であり,逆に減少 している部落は蜜

月である｡また停滞している部落は砂ケ森,奥平部であるが.奥平部の人口,世帯数は昭和49年

において,極端に数字が半戚しているがこの原因は不明である.

4) 年 齢 別 人 口構 成

(昭和 40年) (晦和 45年)

誹 l-JI-:-i::I.ト ーil .-i,F 華 -I';_-:I

享 …二幸 = -=-言 責享
1000 -dj0 2000 0203 600 10001000 dコ0 2000 0200 600 1000
8]0 400 400 8]0

<年 齢別 人 口構 成>

日本の標準人口構成ピラミッドと比戟してわかることは,今別町の場合は暮牢層がかな り少ない

とい うことである｡希に20代を中心に10代-50代にかけての若年労働層が少TLい.これは,
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中卒,高卒者が今別町から流出していることを示している｡

また,出稼ぎによる流出もか7:=り大きいといえる.出稼ぎ者は最近では.年に600人 ぐらいい

る.そのためにも,出壕ぎ閉篭は町全体の問題として供重に考慮すべきであるO

5) 産 業 別 就 業 者 の推 移

産業 (大分 類) 昭 和 55 年 昭 和 40 年 昭 和 45年

寡 農 業 1.501 1,077 910

吹塞業 林 狩 猟 業 672 554 .二払7漁 .水 産 殖 業 455 607 55

夢 鉱 業 17 0 15

戻塞莱 建 設 業 217 565 604製 造 業 124 144 179

慕 卸 小 売 業 185 251 586金融 .保険 .不道産 菓 ll 14 15

運 槍 .通 信 業 112 95 1℃

吹 電 気 .ガス .水道 業 6 6 4

塞 サ ー ビ ス 業 225 255 5皿

業 公 務 57 51 79

分 類 不 能 の 産 業 0 0 5

計 5.580 5.197 5.577

< 産 業別 就業 者 の推 移>

表からもわかるように,第一次産業人口の威少が著しい｡特に鼻業と林 ･狩猟業でははなはだし

いといえる｡それは譲葉と林業の生産性の低さ,零細性が影響しているとみてよい｡一方漁業人口

紘,それほど成少してい7:Lい.掠奪的性格をもつ漁業から次第に重婚 (コンプ,アワビ,ウニ)が

定着して,生活に活路が兄い出されたものと考えられる｡

また第二次,第三次塵業人口は増加し,第二次は昭和55年から10年周に二倍.臥上に増加して

いる.そQ)中でも建謝 ま,約三倍府中び屯 ､る｡こ州工最近の建設ブームを反映Ln ､ると考えられる｡

< 出 稼 ぎ>

1. 出頭ぎの推移

出稼ぎは古くから特定地域で帝色をもって行なわれてきたが,近年,生活水準が向上 してきたの

で,或いはより向上させるには,相対的に労働生産性の低い農業,漁業の専業からの収入だけでは
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余裕がない為,その打開策として,効率のよい収入が得られる出稼ぎが各地でみられるようvcなっ

た｡碁閑期の余剰労働力や随時欲する労働力とい う形で労働力を提供しているO出稼ぎで得た収入

紘,生活費はもちろん,教育費や暮耕機具などの生産財の購入費7:Lどに当てられているoまた交通

機関の発達により,各都道府県間が時間的に短縮されたことも出稼ぎに影響を及ぼしている｡今別

町もまた例外ではない｡

今別町の出稼ぎ労働者数の推移をみると.昭和 40年には560̂ .,同45年には 514人,同

45年には592人,同47年には654人,同48年には648人,同49年vcは (619)人

となっている〔全体的には増加してきたとみることができる｡

(第 1図参月の

第 1図 今別町の出稼ぎ労働者数の推移

昭和40 41 42 45 44 45 46 47 48 49年

数 昭和 46年の資料が手元にない.

丁も 昭和49年の (619)は通年の資料では7:=い.

2. 出稼ぎの現状

昭和48年と49年の資料 (昭和49年の資料は通年の資料では7:Lいので,若干問題はあるが参

考にする)をもとにして,今別町の出稼ぎの現状を明らかにしたい

1)昭和 48年

出稼ぎ労働者数は 648人で,その うち男子が94多 (606人)を占め,女子は6卓 (42人)

であるOその年齢構成は,40～49歳が27.4好と最も多く,次いで50-59歳の 1515多,

50代の 19.0飾,20代の 18.1多､60歳以上の11.4歩,10代の 4.8多と7:=っている.
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出稼ぎ先の主な都道府県をみると,東京が 17.5帝 (112人)で最も多く,次いで埼玉75帝

(47人),福井 6.8歩 (44人).富山6.2歩 (40人),神奈川5.4車 (55人),北海道

5.2解 (54人),石川4.6帝 (50人)‥ 千葉,愛知がそれぞれ4.0多 (26人),県内,滋

賀がそれぞれ2.8多 (18人),茨城2.5多 (16人)･･････-･･･の贋になっている. (ただし不明5

人)

また職種BrJでは,土工が圧倒的vc多く79.2帝vcものぼり,大工が5.5帝.工員2･5啓,伐木1･7

多,漁夫 1.5帝,運転者1.1多,育林夫 D.6帝･･- ･････の順である. (不明者 5人)

部落別の出稼ぎ者数は第 1表のとおりである｡二股部落では東京-の出稼ぎが多く,大川原平,

村元部落では北陸-,また紡績工場への出稼ぎ者の占める割合が比故的多いq)は,砂ケ森,奥平部,

綱不知部落である.このようvc,部落vcよる若干の特性がみられる.

第 1表 部落別の出稼ぎ労働者数 (昭和 48年)

部 落 名 男 女 計

浜 名 59 2 41

今 別 119 12 151

大 川 平 88 - 88

股 52 6 58

鍋 田 54 2 56

村 元 51 6 57

山 崎 65 7 70

大 泊 71 4 75

凄 月 28 - 28

砂 ケ 森 ll - ll

奥 平 部 58 5 41

綱 不 如 12 - 12

2) 昭和 49年

出凌ぎ世帯数ま474世帯で,出凌ぎ

労働者数は619人であるOその内訳は

男子が 88多 (542人),女子が 12

解 (77̂ )であ り,世帯主が578人

で全体の62多を占める. (昭和 47年

には 57.4多が世帯主)年齢構成は40

-49歳が25.8多, 50代が21.5蕗,

50代が18.1蕗, 20代が 17.4帝,

60歳以上が12.8帝.10代が4.5多

となっている｡

主TL出稼ぎ先をみると,東京が16.2

帝 (100人)と最も多く,次いで滋賀

の9.2帝 (57̂ ),埼玉の8.1宙(50

人),千葉の7.9帝 (49人),神奈川

C)7.8蕗 (48人),愛知の6.5帝 (40人),北海道の6.5多 (59人)-.福井の5.7帝 (55

人),茨城Q)5.口車 (51人),石川の4.5飾 (28人),富山の5.7蕗 (25人), 新宿の2.6

妨 (16人)･････････のJIEになっている｡

また職種別では,土工が85.4帝と圧倒的に多く,次いで大工の4.4多,伐木の5.2丸 工員の

2.6多,漁夫 1.6妬,運転者q)0.6妬･････････と7まっている. (不明者 1人)

出稼ぎ期間は,6ケ月- 1年以内の長期間が最も多く,5ケ月- 6ケ月以内と合わせると全体の
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90帝以上を占めるO就労経路は縁故が70.8多にも及び,職業安定所によるもO-)が 15.5多で,

募集,その他とTLっているが,不明のものも比薮的多い｡ (7.1帝)

昭和48年と49年の資料を総合してみると,出稼ぎ労働者数はおよそ600薮十人で,そのう

ち女子の割合が若干ふえてきているOそれと同時にまた世帯主の割合が多いことがわかる｡出稼ぎ

者の年齢構成は, 40歳以上の高年齢層がdD帝近くを占め高齢化の傾向vcあるとみることができ
る.出稼ぎ先は関東が圧倒的に多く,次いで北陸となっていて,収入のよい土工が8割を占めてい

る. さらに部落によっては,若干の特性がみられる｡以上のように,今別町の出凌ぎの現状をとら

えることができる｡

5. 出稼ぎの問題と対策

出稼ぎ労働者は,一般的に高収入の得られる仕事を選ぶために.肉体的労働が多く,しかも此敏

的きびしく,災害 (負傷)の危険性がある｡また就労経路は職業安定所よりも知人TLどの蕨故や世

話人q)紹介が圧倒的に多いことから,危険な職場であったり,賃金不払いなどの トラブルの発生も

あり得る.出稼ぎを終わって現在家にいる人を対象vcした昭和 49年の資料によれは,災害にあっ

た人は189人中61人で,実vc52.5多忙も及んでいる｡さらVC留守家族の問題もある｡送金が

ない場合もあるし,子供の教育に関しても見すごされ得TLい問題も含んでいる｡このように出稼ぎ

によるマイナス面が存在する忙もかかわらず,現実問題として,出壕ぎvcよる収入の占める割合が

大きいために,出凌ぎを停止し得ないのが現状である.そこで町の行政当局では事故のない堅実TL

出稼ぎをめざし,出壕ぎのマイナス面を澄渡するために出腐ぎ者福祉会を結成 して指導助言にあた

っているO先にみたように,濠故や世話人の紹介などの就労経路を敬安経路vc変えていく就労経路

の正常七をより徹底していかなければならTLい. しかしこのようTL対策は出稼ぎに対する根本的な

解決策とはTi:らず,当面の対策でしかTrい.本来は出稼ぎがTLいのが理想的TL状態であるから.安

全な出稼ぎの確立に踏みとどまらず.積極的に出稼ぎ解消の方向へ働きかけTLけれはTlらTLいOそ

れには 自然条件や社会条件を充分に整備し,その上に立って第二次,三次産業の構造を近代化し,

余剰労働力を地元に吸収させるだけの産業を確立しなければTLらない｡企業誘致を講じたり,地場

産菜を育成する必要がある｡ しかし今別町という1つの町単位では企業誘致も,或いは地元企業の

基般が弱いために地場産業の育成も困難であり,むしろ不可能に近いと言える. より大きTL行政単

位である県,国からの働きかけが必要とTLってくるのである.このような意味において,青函 トン

ネルq)開通,東北新幹線に大きTL期待がかけられる｡
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アンケート調査結果

今BrJ中学校.忙御賂力いただき,アンケーと調査を したが,その結果を報告する.

配布枚数 5DD枚 回収枚数 192枚

･i･過去 10年間の動向について答えてもらったL,

Ⅰ 移動者の集団性について

家 族 移 動 有 無 解 答 TL L

1(5 172 4

元 の 居 住 地 (県列) 神 奈 川 1 弘 前 市 1

福 島 1 守 鉄 1

宮 城 1 青 森 市 4

秋 田 1 中 里 2

岩 手 1 六 枚 橋 1

転入理由 世帯主の仕事上の転勤による｡

以上から,今別町において,家族的移動は,あまりTLいことがわかる｡他の調査からも判明する

が,地元に深く根づいている産業が鼻林,漁業の町であるゆえに,工場に勤務することによってお

こる転勤7:=どはみられ7:=い. このアンケートによってみられる16名の転入家族如転入理由は,世帯

主の転勤によるO

Ⅱ 移動者の単身性について

(1) 職業移動

ィ.転 出

出 稼 ぎ 有 無 解 答 TL L

出稼ぎ理由 ･生盾の為 (地元に仕事がTLい)
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日本全体にみられる出稼ぎ者の多いことは,このアンケートからもわかる.この場合の出虜ぎは.

塞林漁業の閑期一夏期,冬期 一にみられ,世帯主や長男が大部分であるO

① 地場産業のTLいことO

② 貞金J=の問題から,関東方面が多く,ついで,北海道,北陸, 中京方面示みられるO青森県内

の青森市Trど忙行 く人々が少いのが注目されるが,これも① ② の理由からと推察される.

季節労働以外の移動 (就職などの転出)

県 外 就 職 有 無 解 答 な し

転 出 先 東 京 15

千 葉 2

茨 城 1

神 奈 川 2

静 岡 5

玉

知

賀

群 馬 1

石 川 1

岐 阜 1'･

福 井 1

北 海 道 2

宮 城 1

青森県内 6

ロ.義 人

県外就職は,高校卒業後転出が多い.その就職先は,関東方面が多い. この点では全国的傾向が

今別においてもみられている｡

転入は,就職 していた所から退社することによって今別町にもどったことによるO

Ⅲ 通 婚 圏 (歳事移動)

転 出 有 無 無 答

15 177 0
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転 入 有 無 無 答

転 出 先 東 京 5

北 海 道 1

埼 玉 1

7

1

1

森

賀

城

青

滋

宮

山 形 1

転入の元の居住地 弘前市,青森市 (2) 三厩村

通婚圏は,転入の場合,青森県内の比東的近接地城内での移動であり,今別町-o)転入縁事移動

紘,今別町の通産とみられる｡

縁事移動の転 出先が,東京方面,北海道がみられ,県外就職した者が,その就職先に落着くとい

う形態ではTLいかと推察される. (しかし,こO-)アンケートは少しO-)部分である為,推察の或は出

T=い.)

Ⅳ 就学移動

転 出 有 無 無 答

転 出･ 先 東 京 4 青森県内

･ 北 海 道 1 弘 前 市 1

愛 知 1 青 森 市 6

宮 城 1

Ⅴ 下宿,間借人を置いてる例

2名 (仕事による)

就学移軌 ま,高校の場合は県内cp)他の市町村へ,大学の場合には,娼東TZどもみられるC今別町

には,今別高校が唯一のものであり,今別高虎へは近虜の町村から通学している者もみられる.下

宿,間借している人は, 2名で,いずれも教員とTrっているo
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< アンケート結果vcよる考察 >

今別中学校 の御協力を得て,アンケー トは以上の如 く集計されたが,アンケー ト回収率が 66

啓と低く,まr=対象が中学生に限定されてい る為vc,こq)アンケー ト結果のみからは,今別町人口

動感についての全般的傾向を断定することはできTLい.しかしこの紙面では,アンケー トからの考

察を試み,他は,町勢要覧TLとvcよって知られるとい う点を,御了泉頒う.

今別町の人口は 7,572人,世帯数 1715世帯 (849年度調べ)で′J､さTLものである｡故に

特に著しい特徴はみられT3:い.移動の規模も小規模,少人数である. また竜飛岬の トンネル工事に

よる人口流動は,地元業者の介入がTLいとい う事で,全く影響はみられTLい｡

出濠ぎ者の多い事は,アンケ- トからも判明するO対象の うち42糾工必ず 1人以上の出稼 ぎ者

がみられる. 42頚という高い比率は注目vc虐する｡出顔ぎ者の問題ま,全国的TLものである｡他

の市町村に先がけての画期的対策が望まれる.しかし,今別町のみでは解決できTLい大きTL壁があ

る為,中央政亀 地方公共団体Ti:どが,一体にTi:って考えねは7:=らTLい問題であるO

通婚圏については,移動数が,ごくわずか花為に推測にすぎTLいが,移動の流出は遠方へ.転入

は近接市町村からとい うのが本流でこの現象は,最も一般的TLもので,他に特徴はみられTLい.

県外鹿職も,高校卒業後,地元に就威ロが7ILい為出ていくもので,全国的頑向でもある.轟密半

島一帯の町村,県政,東叱地方全体における政策Ti:ど,すべての行政組級が一体化して,地方の発

展を目指す心構えが大切である●

(阿部しづ子 ･葛西 泰伸 ･古川 光膚)

〔参 考 資 料 〕

昭和47年版 町勢貴覧いまべつ 宮崎礼次郎;出稼ぎと過疎対策(地理ノ砿5 1975)

会別町役場の資料 (1975,1974年) 地理調査法 (朝倉書店)

今別の概要 (1974年) 舘稔,日本の人口移動 (古今書院)

アンケー ト(今別中学校) 舘稔,人口分析の方法 (古今書院)
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3 農 業

1) 概 観

本町の総面積は 124.80K,n2 である. この土地利用を示すと次のようになる.

(1†74年)

畑

23解 宅地 05多

山

林

ヽ

今別町6-)鼻業は半農半漁的で,畑作においては自給作物が作られ,ヤマ七の影響{･根菜類Lか作

れTLい所 もある.畜産についてみると未活用0')原野,山林を活用 し肉用牛o')飽膏を促進しているが,

そQ)規模はまだ零細である.7よお,この町に上敷倉島今別支店があるo
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2) 水 田

第 1 表 0召和46年 ka 飾)

l市町村名青森市 平内町 蟹田町 今別町 蓬田村 平舘村 三厩村 地区計

今別町の水田面積を他地域と比較 してみると上記のようになる.東津軽郡においては,今別町は

4番目ぐらいの位置にあるoLかし,278Laとい う水田面積を見ると土地利用率が非常に低いこ

とがここでもわかる｡

経営規模についてみると次に示す通りである●

経営耕地面積別農家数 (第2表)

今別町における鼻業を概親すると,

前記o)如 く鼻用地は全体o)5.5多忙す

ぎず,土地利用率がきわめて低い｡専

業鼻家は非常に少TLく,第二種兼業が

圧倒的に多く,日雇いや出稼ぎがみら

れる｡このように,日雇いや出稼ぎが

多いため,農業の労働力は老令女子化

している｡

総 鼻 10a 50 50 70 100 150 200 25] 580 500

専兼業別農家数 (第 5表)

享 l菓 I･第 - 種 兼 業 第 二 種 兼 業計 や と iつ れ 自 営 計 や と わ れ 自 営
常勤 出家 日雇 漁業 その他 常勤 出稼 日雇 漁業 そC)他

(昭和 48年県農業基本調査 )
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10a～ 20a, 5Da-69aq)耕地面積の農家数が総蜘 捜占め経営規模が非常に小

さい.第二種兼業が圧倒的に多く専業農家数は総碁家数の約 4多忙すぎ7:=い.この町においては漁

業も多く出横ぎもまた割合多 くみられる.この出稼ぎは東京方面に行 くのが多 く主に土建業に従事

している｡

昭和5年からQ)との町における開EE]状況は下Q)ようになる.

年 度 地 区 水 田 畑 採 草 地 備 考

昭和 5-- 5年 西 田 12 ka ka La

57-59年 浜 名 55

58年_～45* 安 兵 衛 17.i 8.2 8.4 大川平部落

馬 流佐 六 助 (C)佐 大 助 (⊃) 7.65.68.1 167.7 14 ∫q∫

由四良川 (D)由四良川 (F) 2.622.7 5.4 ∫∫

4D～46年 山 崎 47 25 ∫

関 口 ll.5 鍋 田

このように開田が行7:Lわわ.耕地声頚 を増やして米の生産をあげようとした. しかし,昭和 45

年からcj食糧生産抑制措置cL)ため休耕せざるを得TLくTLったo Lたがって,その後第4表の様に水第4表

1

田面積が渡っている.鼻家では休耕田における転作に対 してq)国の奨励金を得るために1時的に栗

の木を植えている｡

次に水稲の生産量Q)変化をみると,第 5表の如 く, 45年より米0)生産量は蔽ってきている｡ こ

第 5表 ( )内は反収

年 次 昭和 55年 48年 45年 46年 47年

生 産 量 1540 t 1650 1528 1280 1150
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れは45年 より実施された食糧生産抑制措置のためと考えられる｡反収が増えてきているが,鼻薬

技術の進歩と考えられる｡

潅概水は水田の近 くの川より引いている.例えは,長川,今別川,関口川から引いているが,関

口開拓部落においては,近 くの関口川からではTLく,山崎付近より水を引いてい るO とのことは,

開拓して水を引 く時に,関口川の下流部の鍋田部落の反対があったためである.水利権に関しては,

日照りの時は小さTLトラブルがあるが,その他はあまり大きTrトラブルはない｡また共同水利権で

あるためにJIB番で見まわりを行TLっているo

この町の農事歴を調べてみると,下に示す通 りである0

第6表

5月 上 旬 8月 上 旬 I 殺 虫

6月 上 旬中 旬下 旬 除 草除 草 9月 上 旬中 旬下 旬

現在,除草は除草剤が使われている.それは人件費節約のためで,水田 10 a当に対 して人を雇

う場合,二人分の労力を必要 とし,一人 2,000円として 4,000円かかる｡除草剤の場合だと,

1回1,000円ぐらいで,50分ですんでしまう｡ 除草剤の方が経済的にも時間的にも有利である.

しかし,除草剤は地域によっては,水をかけ流しするため効果がTLい.またある程度,水の温度が

あがらTLけれは除草剤の効果はTrt,O このようTi:場合は手でぬ くより方法はTLい.

殺虫剤として,イネ ドロアオイ虫用デナボン粉などがあげられ,イモチ病,.ニカメイチュー (-

化冥虫),モンカレ病に対する鼻薬が主として使われている｡肥料は主に尿素複合燐加安 484号,

同じく778号,苦土安 5号, G･UP化成 656,歯型肥料TLとが多く使用されている｡このようTL

TL殺虫剤とか除草剤,肥料TLどは農業協同組合で版売されている｡

稲の品種は下北,青系 507号があげられ,気候的関係 (ヤマセTLど)vcより早稲系統のもので,

銘柄米とい うのはTi:いっ

機械の普及状態をみると,次のようである｡
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第 7表

機 種

トラクタ= 噴 霧 機 散 布 機 動プ加鵬 コンンもーン 乾 燥 機 トラック

噺 ロ55年4045 17 5544 155118 12 5 85 162I 10

46 14 12 159 27 8

47 唱 86 171 2

第7表からわかるように,鼻家数に対 して機械の台数を比戟してみると機械の台数は非常に少な

く,まだまだ,機械化が7:=されていない.これらC)機械は主に借用金や出稼ぎによって得た収入で

購入されている｡

労働力に関 しては家族労働が大部分である.出稼ぎとか日雇い0)方が収入が多いため,田植を終

えると出稼ぎに行き, 12月頃帰って くる.その間,農業の仕事は老人や婦女子によって行TLあれ

る●

1Oaにつき,約 7-8俵 ぐらいの収勧 ミありO鼻協に供出米として出すと1俵 1万5千円の収

入と7:=り, 10万円前後の収入がある.
I

以上q)ことを考え合わせて,これからは,農家一戸当りの耕地面積を増大すると共に,機械化を

もっと推進 し,多角的に経営する必要がある●

3) 畑 作

作付構成の推移 (第8表)

畑 昭和 55.年 40年 45年 46年 47年 48年

5別(0.29) 265､､ 155(0.22) 150 154

い も 類 94 駅〕 28 28 50

雑 穀 類 21 29 4 4 4

豆 類 58 76 45 47 40

(ka), ( )内は 1戸当面積

センサス鼻業調査 鼻作物統計
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生産の変遷 (第9表)

昭和 55年 40年 45年 46年 47年

い も 類 1,781KgL1.546Eg 1,2902,511 592 589 405

雑 穀 類 4t 5 5

豆 類 50t 55 47

上記の表をみてもわかるように,年々,畑q)耕作面積が奴少してきているo現在,畑に作付 して

いろ種類 として,馬希薯,にんじん, トマ ト,白菜,キャベツ,とうもろこし,おそもC)のレタス,

スイカ,きゅうり,Ti:す,があげられるが,いずれも自家用 として作られており,商品作財として,

最近,にんにくを2-5kaはどつ くり始めているが,畑作の収入よりも出稼ぎ, 日雇いの方が良い.

今後,今別～青森間U)交通条件の整備の見直しもあるので,農民自体の意識の向上o)もとに,鼻

協の営鼻指導力を高めることが必要である｡また,第 9表でもわかるように野菜菓培は再び増加 し

つつあり,町では青函 トンネルの労働者QC対する高菜供給の基地化をはかると共に轟菜作付q)定着

化をはかっていく方向である｡

4) 畜 産

家畜飼育頭数 申召和 47年) (第 10表)

肉 牛 鹿 め ん 草 港 馬 ●山 羊

飼 章 数 151頭 41 14 2,148羽 9 4

今BIJ町において,漁業の大規模海草団地計画,観光開発計画と共に,産業振興のため推進してい

る0)は山間放牧による肉牛飼育の畜産業であり,昭和 56年から町有原野と国有林内に適地の草地

造成をはかって肉牛 (黒毛和種)の導入をおと7:=っており,今の200kaU)草地を町有地,国有地
1

を利用 して400舶造成 し,肉牛の頭数も一戸あたり平均2.9頭から10頭以上,全体では700

頭に増加させる畜産計画をたてているoその他q)家畜では,関口開拓のように,ひ7:Lから成鶏にな

るまでの期間を育てるとい う分業的仕事をある会社と提携しておこなっているQ
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肉用牛の飼育の推移 (第 11表)

導入頭数 戸 数 頭 数 2才以上の雌牛率 子牛生産頭 数 市場_上場頭 数 一戸当千均頭数

昭 和 55年 10 59 86 69.8 5.< 24 2.241 42 96 2.2

42 ll 45 125 69.6 69 51 2.7

45 25 48 145 6?.? dO 17 5.1

44 50 59 155 47.1 45 12 2.5

45 55 59 190 45.7 49 22 5.2

46 59 152 55.5 dO 56 2.5

47 51 151 ●● 78 52 2.9

肉牛は上記Q)ように,一戸あたり,1頭から最高 12頭まで所有しており,平均 2･9頭で,冬は

個人の畜舎で飼育し, 5- 10月まで町有の牧坂 (大川平,山崎地区) に鼻協q)トラックや自家用車

で運ばれて放牧され, 10月末にせ りに出すとい う1年をたどる｡

牧場の畜舎には種つけ牛が2頭お り,自然交配させ,子牛は放牧前に分娩させ,一席に放牧する｡

90%という高い受胎率を示すが,栄華がかたよると受胎LTLいQ)で,飼料には充分注意を払い,

牧草区を三等分L,肥料散布,草q)栽培7:i:どQ)ようにして,イク1)アンライ ･クラスやチモシュー

q)ようTL栄妻価の高い牧草をつくったり,農協で配合飼料を共同購入したりしている.

改良牧草地等の状況 (第 12表)

地 区 規 模 造 成 年 度 土地の所有区分 備 考

山 崎 45.O ka 昭和 40 町 有 地 利用草地 40&h

由四良 川 17.0 45 ∫ - 15 ka
57.08 48 ∫ x 17.9ka

由 四 良 川 tQ4皿 46 町 有 地 45年

牧 道 1,240m 47 町 有 地 46年

牧場の管鞄ま鼻協で行T=い,必らず管理専門者が 1人ずつつ くようにしており,牧場経営費は国

からq)補助金と1頭 1日85円の貸し賃t･まかTLっている.冬の飼料は,わら,個人の牧草,野卑,

ふすま,鼻協購入の配合飼料を用いている｡

肉牛 1頭を市場に出すまでQ)諸経費は約 10月末q)せりに出される頭数は年々第 11表のように
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増加しているが,まだまだ規模が零細で,平均20万 (昭和 48年は 25万円)で売られても高い

飼料代を払ったり,労力費TLとをさしひくと,採算がなかTLかとれず,そのため,地元での日雇い.

出稼ぎに出た方が割が良く,副業的範囲にとどまっている.

今別町のようTi:肉牛飼育は夏期は全部放牧地にあげ,全く手がかからTLいし,冬の舎飼いも粗放

なやり方であまり手がかからTi:いので零細兼業碁家の主婦の手でも飼えるという長所をもつが,令

後は農協を中心とする草地造成や多頭飼育の計画と共に,冬期間o)飼育管理がまずい事や,夏期の

放牧も,放牧しておけば良いとの考えが支配的7:=ように･みられる｡TLとの問題点もあるので,飼育

農家の畜産における意識向上と,飼育管理に対する農協o)指導が0)ぞまれる｡ 繁殖を中心とした零

細規模,粗放経営という,いわば,農家の副業的性格から脱却して,この部門で収益性をあげるた

めには,規模C)拡大と牧草生産,草地開発が必要であるOまた,良賀o-)肉牛生産o)ための飼育技術

開発が必要であるo筒,生産牛は一般に青森市の市場に出荷されている｡

5) 花 井 栽 培

花o)栽培人口札 二股,大川平,関口0)各部落に集団化され,戸数は約50戸にのはっている.

この花の栽培は婦人会が中心とT=って行TLわれており,大部分が露地栽培である｡石油ス トーブに

よる温室栽培を行TLっている戸数は20戸である.そのうち,5･､6戸共同で行TLっているも0)ち

あるC作られている種類は2-5種で,ゆりやきくTi:どの切花で,鉢植え栽培はまだ行T=われてい

TLい.出荷に関しては,まだ行商o)手によって青森市場に出荷しており,この花井栽培による収入

は年間2-50万円である｡

国道 280号鹿の整備,青森-蟹田間Q)バイパス0)建設,蟹田･-今別間q)整備など交通条件C)塞

備の見通しもあるので,行商にたよらず,鼻協T=ど■でまとめて市場に出荷するとか,また,'球根切

花のみで7:Lく,鉢植え栽培をするのも良いのではなかろうか.

6) 関 口 陶 拓 地

昭和20年代の初期に共同開墾として始められたものである.全開墾面積は約 4kavcもおよぷが,

土地割は計画的TLものといえず,明確vc区分されてはいない.これは,この地域一帯が扇状地0)特

色をなしているためと思われ,開拓地はそq)扇央部付近に位置 している.入植者は,宮城,北海道,

樺太,満州方面から渡った人達で構成され,最初は25戸が入植したが,現在は 18戸と蔽ってい

るO扇状地の土地利用は畑地,水田,牧草地,あるいは,荒れた休耕田とTLっており.やは り,主

体は畑作農業である｡畑地は,傾斜地が大部分のため家の周辺や平担地をみつけて分布 している｡

しかし,こC)地は,冬は,北西風,夏は局地的気象現象の南東から吹きおろすヤマセQ)影響が強く,
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そC)ため,各農家は防風林によって囲まれ,ビニール-ウスによる促成栽培も殆んと時期的Tlもq)

とTLウ.根菜類が主TL作物 とTLっている｡水田は一戸につき80aずつ与えられた.しかし,扇央

部としてC)不利の面のほかに,水利権問題も複雑 にからみ,入植した農民を悩ませた一因とTLって

いるo現在は遠く山崎方面より水を引いている. 単位収量は8俵程で,あくまでも自給用 としてC)

色採が強いOまち.滅反政策により.休耕田あるいは近年町で推進している牧畜業の前進としてq)牧

草地とTLっているところも多いO各農家には,ほは 5- 4頭の和牛が飼育されており,夏は町経営

の山崎,大川平q)放牧地に移される.冬はサイロがまだ鼻家に普及してい7:=いため,先の両牧草地

から飼料が支給され,TLんとか経営がたもたれている状況である｡また,これらと全く異質7:Lもo)

として中規模TL養鶏場もみられたO以上が現在o)関口開拓地における状況であるが最終的に言える

こととして,町が主体とTLって積極的にヤマ七,あるいは,それに伴TLう畑作農業q)改善策が必要

とされているように思う.今後,この地域が,いかにして自給自足的TL農業から脱却して発展する

かは,他の地城にもあげられることでもあるが,地形,気候問題を克服L,商品作物とTLり得る特

産物の発見が大き7王ポイyトとTLろうO

(及川喜久子 ･工藤 雪嶺 ･滝沢 隆)

参 考 資 料

･今別町の概要 (1974)

･今B町 o)鼻薬関係資料 (1974)

･会別町o)町勢要覧 (19,72)

･過疎問題と山村振興 古今書院 (1971)

｢畜産的開発地攻の展望と課題｣

菊 元 富 雄

渡 辺 基
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4 漁 業

1) は じ め に

本地城における漁業は,鼻業以外C)重要産業としての位置をしめている｡戦前は,コンプやニシ

ン漁TLどで,町全体が,か7:LりC)繁栄をみた地域であり,今もその名残 りを留める漁家などが,わ

ずかT:=がらにみられる｡しかし,本地域漁業の命ともいえるコンプ生産量は,昭和20年から連年

不漁で,漁家q)経営規模の零細化が進行 し,出稼ぎも増加傾向をしめすVC至 り,漁業は不振を続け

た.Oこの戦況を脱するために,昭和 45 I45年 にそれまでQ)6漁業協同組合 (以T.漁路と記すら)

が.東部漁協,西部漁協 としてまとめられ,組合活動の強化による漁業の活発化が進められている｡

しかし,漁場条件にめ ぐまれず,投石事業や岩礁爆破事業による漁場造成に多大の出費が7:=され

ること,沖合2.800K皿まで0)沿岸漁業であるため,漁船は無動力船がまだ多く,また動力船も1

-5t級が主と7:=っていることから考えると,経営規模や生産高の零細性は,当分免れえない状況

にあるといえる｡ しかも,天然資癌を相手とするため,豊凶は避けられず,したがって不漁時には,

出稼ぎや農業に精励し,最近推,サラlJ-マンとしての生括Q)一部にコンプ漁が加えられるとい う

状態で,この傾向は,特に西部漁協地域 (山崎部落以西)にみとめられるO

このように漁民は,三厩と並ぶ高級品質q)本地域C)コンプ漁に対する魅力を捨てがたく,他o)漁

(L､わゆる魚を扱う一本釣漁業や定置網漁業)については,コンプを飼とするウニやサザエ,コウ

ナゴが漁獲されている程度であ り,一般的に漁民の意識C)中に,漁業oj推進力とTLるも0)が,兄い

出されTLい状況である｡しかし,その中で東部漁協地域と西部漁協地境とは,その実態を異として

いる｡

東 西 両 漁 協 の 漁 業 権 の 及 ぶ 範 囲

更新後偽 れ憩え橡の舶 て乾固

東都盈 鳴 り,-,君.矢花PAB塊 倒
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2) 東 部 漁 業 協 同 組 合

〔漁協合 併時 の問題点 〕

今別町東部漁協は,昭和 45年に一本木中央漁協,砂ケ森漁協,奥平部漁協が合併してできた.

合併o)動きは,暗和58年頃からあった.

しかし,部落の対抗意識や漁協の本所をどこにおくか｡合併すれば役員の数が少Ti:くTrる｡財務

内容の良い所は,合併によって利益が少T=くTLる0)ではないかというようTL問題点や思惑をかかえ

ていた. しかし,漁民意識o)高揚と漁民の経営基盤の確立,組合経営の強化,合理化をねらいとし

'{町当局Q)手と入れがあり合併が進められた.合併以前LK:紘.各漁協とも規模が小さく,捕助金も

少TLかった. しかし,合併以後には県の手 と入れによって港湾の整備が進められた.

〔組合員 数 〕

年次別組合員数

資格月｣年次 45 44 45 46 47 48

正組合員 276 261 265 259 260 257

準組合員 52 68 65 68 64 d8

正組合員とは,組合Q)地区内に住所を有し,かつ,1年を通じて9D日をこえて漁業を営みまた

紘,これに従事する一漁民｡正組合員は.漁業に依存しており,農業を自給用に行TLっている人が多

い〇

準組合員とは,組合の地区内に住所を有し, 1年のうち90日以下漁業を営み,または,これに

従事する漁民.準組合員は,商業を営んでいたり,出稼ぎTi:どを行TLっている.

組合-q)加入資格は,出資金 1ロ以上で部落た 1年以上居住し,地区o)裏話を得ることO

選挙権は,正組合員だけにある｡

上の表からわかることは,組合員数は合併以後 4-5人蔽った程度でほとんど変化がみられTLい｡

しかし,内容は,正組合員が蔽少し準組合員力増 加 しつつある.

漁業従事者は,これからは高令化U)傾向が見られるであろうが,現在は50才代C)人が多い,し

かし20才代の人は.本所のある奥平部で20人位いる程度で他の部落では,ほとんどいTLい.こ

Q)ように,若い人はほとんどTi:く後継者不足がこれからの問題とTLってくるであろう｡

出漁日数Iも 最も多い人で年間210日位でこれは.組合員の1割程度である｡普通C)人は 15コ

日位漁に出るが,90日すれすれQ)人が多い｡

準組合員は,出漁日数が50日位が一番多く,陸の仕事,土建関係o)仕事の合い間をみて漁に出
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ているO

労働形態は,家族労働であって他から人を僅 うことはし7:=い.漁に出るのは,その家の主人であ

る ｡

〔漁期 ･漁 法 〕

春-････-わかめ,てん('さ (5月) ･ます釣 (5-4月)流し網 ･はえTj:わ ･定置網 ･一本釣7:I

とを行7:=っているっ

夏･････････Q)ウ･えごOLJウ (7月) ･こんぶ (11月まで) ･こんぶ漁は,えごq)り0)後に行7ILうO

イカ漁には,光力を利用しているO

こう7:Lご漁は,光力利用o)樟受網漁美を行7ILっている｡

〔漁 場 〕

合併しても根付漁業は,部落別の漁場で行TLう. 釣は,どこででも行7:Lうことができる.

いか漁o)漁場は,大間と篭飛を,#ぶ線の内側である｡又.いかを求めて北海道o)松前 .福島とか

北部 日本海-も出かけているo いか漁は,年間 120- 15Ul日行TLっており,こんぷ漁が主体と

7:=っている｡

自然条件としては,この地域は潮流の変化が激しく冬期は,北西又は西の風が吹き,漁船が小さ

いだけvc出漁不可能の日もしば しは生じる.以上o)よう7:=自然条件から蕃殖 とい うととは,7ILか7王

かむずかしい｡ しかし,東部漁協では長年にわたり投石事業 ･岩礁爆破事業等の一 連cj漁場造成事

業7ILどを行TLってきた.投石事業は,山の砕石場から石を運び海に入れるもq)で補助事業で行7:=っ

ている｡

岩礁爆破事業のためには,潜水夫が必要であり,そC)養成が必要である｡ この地域は,波があら

いため, 10年間投石しても良い叫ま,2-5年程度である.

現在では,わかめの増殖 ･養殖研究が7:=されている｡ しかし,冬C)西風のためあまり良い結果は

でてい7:=い.以前は,青森の増殖センターから種苗を買って来ていたの忙対して,今年からは,わ

かめの種苗づくりを行TLった.

天然も0)a)わかめが悪いと,養殖 も良 く7まい.以前あわびの養殖な行7:=い,一時成功したかC)よ

うだったが,長続きLTi-かった.町では, 46年までは,あわびq)稚月に補助を出していた.

東部漁協では, ｢研究グルーブ｣を組織 し,養殖わかめ,去年から養殖こんぶC)研究を行7:=って

いる｡ こ0)研究グループは,5a- 60人で構成され,奥平部で行7:=われていも.

46年以降.うにが急激に減 り,乱獲が原因 とされたが一概にそ うとは言いきれず,自然条件C)

変化とい うことも考えられる｡
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〔漁 船 〕

すべてq)家が動力,無動力を問わず船を 1鯉 以上持っている.地域内で最高持っている人は,

4 胎 持っている｡動力船は,平均 5トンクラスが最も多い｡ 12馬力 (1.5トン)以上の船には,

魚群探知機が付いている｡

新造船Q)場合寿命は,7年位である｡造船所は,平舘にあ り,例えは5トン0)船を新造し,全装

備を備えつければ, †千万円かかる｡

港湾の整備は,国や県C)補助で行7:Lっており.船の収容は,奥平部の港が完成すれは,だいたい

まにあう｡

漁業生産活勤Q)活発化に伴7:Lって動力船の建造又は.無動力船に船外機をつけるTLど動力船化 し,

大型化が進み,昭和 46年度からは,強力TL魚群探知機q)導入 も行7:Lあれるようvuiウ,集団操業

化が進められる基礎ができあがった0年を追 うごとに船外綴付船を含む動力船の数が増し,着実に

動力船化が進んでいる｡

〔年 次別 漁 獲 高 〕 (金額 千円)

年次種類 45 44 45 46 47 48

坐鮮漁負演類 本 ま す青 ま す ) 2,277 I..U d'888 ヽ 57,g〕1- 15占,459 8,79545 10,D788,488

ひ ら め 1,512 2,094 9,202

や りい かま い か I.,.82｣ 19,65716,628 16,49810,502

油 日 458 758 544

つ き 5.129 5.769 2,440

そ い 1,878 1,804 614

た こ 450 875 597

た ､ヽ 1,666 14 47

ぶ り生 こう7:Lごも ず くそ の 他 2,5815,218 254,086511 l 4,,225,;I .,19,1.582
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年次種類 45 44 45 46 47 48

港 こ ん ぶ 41,575 ーし｢ 85'551｣ 工 850 1I,1 85,505｣ 142,%9 占,794

わ か め 695 2,654 194

藻類 て ん ぐさえ ご角 又 5,1474,051 1,240-2,98515 2,456

〔年 次別 漁 獲 高 〕 (数量 KF)

触..-:---III* 45 44 45 46 47 48

ひ ら め 4,069 2,821 7.825

や りい かま い か 55.655 77,559124.949 56,5578,024

油 日 5,154 5,592 2,175

つ き 26,800 17,151 1,1,144

そ い 12,819 8,508 2,454

た こ 4,404 6,524 4,547

た ､ヽ 4,589 26 62

ぶ り生 こう7:Zとも ず くそ の 他 12,84844,198 106418,1105.058 6551,595,80026,12610,545
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年次種類 45 44 45 46 47 48 1

海 こ ん ぷわ か め 147,4592,078 219.096ノ 一ヽli -'4'982 242,5925,175 7.954925藻演 て ん ぐさえ ご角 又 8,1529,642 190,56 5,0526,922105 6,265

千魚負演 煮干こうT3:どす る め大 Tj:ご粕そ の 他 185.乃942,4]6 ト 02,5 54｣ ,ヽF150'184 1､248,847′ 64,2085,3]0 85.987178

東部漁協においては,海藻類の生産が中心に行7Ij:われている.そのため長年にわた り投石事実 ･

岩礁爆破事業等の一連o)漁場造成事業を行TLい,又,研究グルーブを組徹してわかめ,こんぶ0)増

養殖に力を注いで安定 し七生壷をあげようと努力し･亡いる｡ しかし,そわ年の潮流の変化TLどによ

り,大きTL影響を受けている｡海藻類とともに,漁業を支えている生鮮魚についてみると,近年ま

す漁やいか漁が盛んVULってきた｡生こうTrご漁は最近急速に伸びている｡こうTLご漁が盛んにな

った0)紘.光力を利用した樟受網漁業が採用されたからである｡生鮮魚において紘,いか漁q)漁獲

高が漁業経営を左右する｡東部漁協の漁獲高は自然条件:て大きく影響されており.沿岸漁業を中心

としていることもあり,経営規模o)零細さと生産高o)伸びTj:やみ,不安定 さのため漁業所得だけで

紘.生缶が困難Tl状況を生みだしている｡

海藻類Q)主体であるこんぷについては,乾こんぷ0)みで加=をしてい7:3:いC)で,加= し,製品化

して出荷することによっていくらかでも版売事業が伸びるQ)ではTj:いだろうか.沿岸漁業について

ち,漁具0)改良,漁法の改善新規漁法Q)的発Trど,漁業q)近代化に伴な小 魚獲q)増大が見られるが,

天然 もq)だけqcたよっていた7ILら伸びTLやみ傾向が見られるようVU=るかも知れTj:い｡しかし自然

的条件もきびしい0)で増養殖するにも困難がある.

出荷は各支所 ごとに集荷し,組合を通 して青森q)県漁連-出荷 しているO利益分配は (売れた価

袷-手数料 ･運賃)月2回組合員Q)普通預金に振替 している.手数料は鮮魚 5%.製品4飾,活魚

6卓,地区外 1.5卓である｡漁業に従事している組合員o)収入は年 増々加している｡ これは,漁業

所得が増加したの竹エTj:く,漁業Q)合い間に仕事vcっいたり,出橡ぎTLとで収入を得るようになっ

たためである｡
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漁業による収入は,漁師の腕にもよるが,働いている人数にもよる｡

〔信用 事業 〕 各年度末残高 (単位 千円)

年次科 目 I 44 45 4d 47 48

貸 付 金 .T ≡ 芸 2448 2,402 5.154 7,551 10,08025,574 27,546 27,587 45.847 5],618

当 座 26,725 5占,756 59,6D6 52,054 25.4〔冶

固 定 化 債 権 1,5]0 1.089 655 477 427

計 88,482 118,892 149,0g7 189,595 182,14d

貯 金 当 座 54,578 49,466 61,577 67,751 57,096

借 入 金 短 期長 期

貸付金 短期 :手形貸付金

長期 :証書貸付 ･漁業近代化資金

貯 金 当座 :普通貯金 ･購異貯金 ･婦人部貯金 ･償遭準備貯金 ･出資予約貯金

定期 :定期貯金 ･共済積立貯金 ･共済自動定#貯金

借入金 短期 :

長期 :証書借入金 (県信漁葺)

信用事業の目的は,自給資金を蓄積し.安全確実7:E運用を計 り,組合員の経済生活0)向上を計る

ことにある.そしてこの事業は年々原調に伸びてきているo こ0)借用事業は販売事業Q)影響を大き

く受けており,そ6-)年の好不漁によって伸び率は異7:=って くる.

〔購買事 業 〕 (単位 千円)

llト漁業 資材石 油 類 5.465 4,147 5.795 7T,979 7,028 8,529

漁 網 鋼 類 1,l555 1,498 1,514 2,751 2,751 5.185
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わ ら 工 品 616 558 465 559 547 182

ゴ ム 製 品 645 757 820 925 1,152 715

包 装 資 材 1,440 1,227 2,021 2,780 1,996 1,148

その他漁業資材 1,756 1,589 1,472 5,592 1,99ロ 5,881

l21生活 用 品 7,624 8.564 8.869 10,550 9,758 9,171

ー3川巴 科 1,2]d 1,122 1,189 1,256 1,157 1,260

(4)魚 函 654 1,225 4,105 2,855 2,861

合 計 22,110 24,900 50,597 44,125 42,018 42,218

こ0)購買事業は,版売事業と密軌 関連があり特に鮮魚,海藻類Q)水場高によって購買実績は左

右される.この表からわかることは石油類,船用機器類が大幅に伸びているとい うことである｡石

油類は石油の値上 げと動力船化してきたあらわれだと思われる.船用機器類の伸びは,漁船o)動力

化に上るものであろう.この事業は,仕入コス トを低漉して廉価な商品を組合員に供給しようとす

るもので方法としては,版売代金より貯金振替による購異貯金から2割天引し. 4半期ごとに購買

売掛金-自動的に振替入金させる方法をとっている.組合Q)事業には.信用事菟 版売事業 .購買

事業の他に,貯氷保管事業 .利用事業 ･指導事業がある.

貯氷保管事業は,ます.いか漁を期待して氷の製造又は,仕入れをしているも0)である.

弄蝿事業は,車輪,いかつり機械.掩揚機械TlとCj受入利用料をとろもQ)である.

指導事業には,教育情報関係 ･繁殖保護関係 ･漁業管理関係 ･営漁改善関係TLどQ)事業がある.

〔問 題点 と今後 Q)展 望 〕

漁業は,沿岸漁業を中心としており経営規模の零細性と生産高の伸びなやみ0)ために,漁業所得

だけでは生活困蘇7:L状況にある.このため漁美を-専業にしている人は蔽少傾向をみせはじめ,陸に

何らかQ)仕事を持ち,漁業と兼業している人が多くTLった.また,漁閑期には,出稼ぎに出たり,

副業についての収入が増加 しており,漁集の所得だけで生括しているのではTLい.出稼ぎといって

も漁業に関係のある遠洋漁業vc出かける人は,ほとんどいTLい｡これは,長期間家に帰れTLいL.

昔は金vurったが,今ではそれほどでもなく遠洋漁業よりは収入0)多い都市-出稼き忙行 く上うに

TLった｡漁業生産高は,海藻類を重視している.このため長年にわたり補助事業で,投石事業を続

けており,又,岩礁0)爆破事業等の一連の漁場造成事業を行TLい,漁業研究クループを蘇成してわ

かめ,こんぶ0)増葦殖事業を行7:=っている.しかし,こQ)地域は自然条件がきびしく,多くの困轟

があるO養殖 こんぷを行7:Lっても乾こんぷだけで.こんぷ0)加工はしていTLいため製品価値は低い.
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従 って奉殖が企美化される以前に加工ということも考えておいて良いのではTLいだろうか.

現在0)漁業従事者は50才代が多いが,これからは.若者が不足していることもあって高令化し

ていった場合の後継者問題が生じてくる｡

漁船は.動力船化しているといっても沿岸漁業な行TLう程度であって,他o)地域と比戟 した場合

には,小規模経営とい う感を免れ得TLい.

観光事業については,海水浴客に,うvc･あわびTLとをとられるためにあまり好ましいとは考え

ていTi:い.しかし,漁業に自然の利親を受けている地域T=0)で観光客をよんで健全娯楽として家光

釣漁業TLど忙発展さすても良い｡

漁静ま.漁具o)改良 ･漁法o)改善 ･新規漁法の採用Ti:どQ)漁業0)近代化が進められ,それに伴TL

い魚獲o)増大があるが,これらo)集出荷体制に.も問題を含んでいるもU)と思われる.

3) 西 部 漁 業 協 同 組 合 の 現 状

西部漁協は,東部漁協に次いで,昭和45年,それまでの浜名,今別,村元 山崎の各漁協が合

併してできたものであるo合併の動きは,そQ)前からみられていたが,やは り合併にあたっては東

部と同様o)問題が起きた. しかし,漁民の意訣高揚,漁民の経営基盤の確立,組合の経営強化,令

理化TLどC)ねらいから,昭和 45年に合併されたもo)である｡

(1) 組 合 員

組合員は正組合員と準組合員にわかれており,それぞれ資格は,

正.･･-(丑 とU)組合q)地区内に住所を有し,かつ 1年を通じて90日を越えて漁業を営み又はこれ

に従事する漁民O

也こQ)組合の地区内に住所又は事業所を有する漁菓生産組合.

③ この組合C)地区内に住所又は事業場を有する漁業を営む法人 (漁美協同組合及び漁業生

産組合を除 く｡)であって,その常時使用する従事者C)数が500人以上であり,かつ

そq)使用する漁船の合計総 トy数が1,50ロトン以了であるものO

準･･･-① こ0)組合0)地区内に住所を有する漁民で,前項第1号に掲げる者以外Q)もC).

W との組合C)地区内に住所を有し乃:い漁民で,その営み又は従事する漁場C)根拠地がこ0)

地区内にあるものO

③ こ0)組合C)地区内に住所又は事業所を有する漁業を営む法人 (前額に掲げる者を除 く)

であって,その常時使用する従業者の数が500人以下であり,かつその使用する漁船

の合計 トン数が 5.000トン以下であるもe)._.

④ こq)組合の地区内に住所又は事業所を有する個人又は常時使用する従業者C)数が 100
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人以下の法人でb･つて水産加工業を営むも0).

とい うものであるoLかL西部における組合員は,正,準ともVC第 1項該当者のみである｡

以上の資格は,最低,毎事業年度 1回,組合員資格審査委員会の意見によって,組合が審査 しTL

けれはTLらTLt.lcその内容は,o水揚げ額年間50万円以上のもの｡ o当地区内に5年玖上居住 し

ているもの.o船を持っているもの.TLとで,これらvc該当するものが正組合員とTLれるとい うも
ヽ

C3である. しかし,この方式はまだ実現されてい7:Lい｡

組合員数は,正組合員 257名

準組合員 26名

合計 285名 (昭和 47年度調べ)

である｡

年令層は.40歳代から50歳代がほとんどで,東部と同様あるいはそれ以上に老齢化しており,

後継者たる若い人も少7:=く,ますます老齢化q)一途をたどるものと思われる.

組合員は,ほとんど鼻菜を兼業しており,さらvc建築業, トンネル工事TLどへの出稼ぎで収入を

あげている.しかし遠洋漁業への出稼ぎはみられ7:=いo

労働形態は,家族労働で,家C)主人が漁に出,婦女子が家で水揚げされたもC)を加工したり,農

業を行なったりしている｡

∽ 漁場 及.び 漁 港条件

漁場は東部と具7:=り海底が砂質であるため,コンプ漁に対 しては投石事業を行まっているが,最近

始められたはかりであり規模も零細であるCまた潮流は,防波堤の建設により変化が激しく,漁に

対して影響が大きい｡

舟揚場は,現在7箇所 (うち 1ヶ所は建築中)あり,まだ不足している｡ 設備としては,毎年,

漁船掲揚機械が導入されている.

漁期は,5月から8月の間で,出漁日数は月平均20日春慶であも 最多のもQ)紘, 150日から

120日である｡

(5) 漁 船

漁船数は,無動力から5馬力程度が約 150殻,5トン程度は 10健 (昭和 49年)で概 して小

規模である｡

設備の点では,漁船操業省力化と操業安全ojため,毎年,何台かずつイカつり機械,漁群探知機

TLとを導入している. また毎年新造船がつくられるO造船所は三厩,平舘にある｡
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(4) 漁法 及 び 養殖

漁法としては,昆布,ワカメを主 とする採草,定置網,底建網,つば網,刺網,樟受漁業,一本

釣り漁業7:Lとでほとんど東部と同様 であるOその他,先進地区へ,毎年関係者を派遣 し技術の開発

を行7まっているっ近年では,佐井地区から,光力を利用したコウナゴ0)敦納漁業の技術を導入,技術

者を招いて,講習会を開いた りして技術の普及をはかったOこれによって後述のようにコウナゴo)

水揚脚ま飛躍的に0)びた｡

養殖では,これまで研究グル-ブによって昆布,ワカメ.アワビTiどの養殖がTLされてきた.良

布,ワカメはあまり効果があがっていTi:いが,アワビは,かTLり0)効果をあげ, 47年 には,継続

事業として2万個を計画したが,種苗が入手出来ず中止された｡今後は.さらに昆布,ワカメC)秦

殖を続け,その他.ホヤCJ養殖 も行なわれる予定である｡

その他,西部地区において期待されるもQ)として,大規模海草団地の計画がある. これは,国と

県C)漁政課が担当し, 47年から実地調査に入 り,今年 (49年)から計画炭階に入 り,完成予定

は 54年である｡そ0)円容は,28億の助成費をもって,浜名,ニッ石付近の沖合に,昆布,ウニ

アワビa)天然C)海底牧場をつ くり,水場高をこれまでC) 10倍の 10偉円忙しようとするもC)であ

るo 問題点 としては,水深 12m玖上0)深いところ7:LO)で,海底整備U)ため潜水夫が必要で,現在

その養成に努めているが,あまり成果はあがっていTLいOまた工事C)ため漁が妨害されるのではTL

いかとい う漁民の心酉己の声も聞かれる｡

(5) 水 揚 げ

(数量-Kg 金額-千円,西部漁協水揚調書より)

44年 5,600 ･1,125 15,800 2,583

45年 △ 3.500 97占050,000 5,706026,400 276 06,500 5鵡

46年 ○ 9,2]D 2,867046,雅0､12.068O52,肘〕 8七 015.600 5.285019.200 4,515

数量畏 59,480 21,.1♂ 91,842 25,180 58,727 1,g]2 698,565 56.666 X

47年 △ 789 524084,945 19,869~△24,915 650 △ 5.550 1,225054,670 占.012

永印 46年度漁協決算書vcよる今別全体の漁獲高

○--増 △ --叔
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46年q)水揚高から西部 と東部を比べると,西部は水場量 7多,水場高 11多とかTLウ低い. こ

o)原因としては,零細漁家が大半を占めること,組合も合併翌年であ り,まだ体制が十分ととのっ

てい7:Lかったことや,現在もみられるように,イカ7:Lとは三厩へ水揚げしたり,また自分で小売 り

する7:Lど,水揚げの全てを漁協に入れるとい うことがT=されていないためであち.

水揚げo)特色としては,生コウナゴC)水揚げが多く,46年の統計では全体の9割が西部で水揚

げされている｡製品ではスルメイカが多いO過去 5年間o)変化では,ヤリイカや,生コウナゴ,メ

イT=どがU)びてきているQ昆布は,本漁場o)貴重7:L資源であるが,天然もC)であるため,そC)年の ′

生育状態によって水揚げq)変動が激 しく,46年, 48年は不漁で,今年もあまり水揚げを望めそ

うにも7:Lい.昆布p)不漁を,技術開発によって0)びたコウナゴや,潮流0)関係によるタイq)大漁7:I

どが補っているかU)ようであるO

(6) 販 売 ･収 入

版売は,まだ組合で-指して行なってい7:it,Oイカは三厩へ水揚げされ,その他 自分で小売 りTTi:ど

している6 組合に水揚げされた~もC)紘,青森へ出荷され,そo)手数料として水揚げU)1-5多を組

合におさめている｡

漁民C)収入は,やは り水揚げに左右される. また.毎月C)水場量が不安定7:Lため,出漁日数が多

くても収入が増加するとい うわけにはいか7まい.そC)よう7:L収入C)不安定さを補 うために,近年出

稼ぎが増加し,漁家の収入は年々増加 しているoLかしそC)よう7:L傾向は,漁業の衰退をまね 泳

10,008 4,296 10,080 4,863 8,700 12,270 200 52 50,500 24,966
015.800 6,816 095.000 62,626 △ 4,乃0 6,71001,600 220 om ,1m 85.718

9,876 5.865 292,597 80,264 108,8]0 19,494 1,824147 287,846

△ 2,855 tS58OA]5.187 117,546 △ 1,026 257057日 24 147,621

永 くもQ)であ り,漁業による収入 自体は年々減少してきている.

(7) 組 合事 業

組合O-)事業は次にあげるもq)である.
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1. 倍用事業

貯金,貸付,借入TLどを内容とするっ

47年度業務報告書では,貯金,56,571千円,貸付,29,517千円借入,27,518

千円と7:Lっている0

2. 講売事業

組合員の便利のため,諸漁業機械,資材 .生活用品TLどを一一拝して購入 し,販売する.47

年度仕入高は,8,981千円,売上高は, 10,688千円である｡

5. 販売幸美

水揚げされたもU)0)販売を行なう047年度取扱高は,数量582,857K9,金額,148,522

千円,それに伴 う受入手数量は,7.156千円である0

4.利用事業

漁船の省力化と操業安全o)ためC)設備充実を行なうもので 47年度には,イカつり機械,

25台,漁舟胡揚威11台,漁鞘無職 15台が導入され,さらに舟券場Q)整簡広充がTLされた｡

5. 指導事業

これは.次の5項目にわかれる｡

(丑 教育情報関係

47年齢 ま,潜水夫養成講習会,合併記念祝賀会,部落座談会TLどが行TLわれた.

@) 繁殖保護朗係

47年度は,投石事業,海底復元工事,養殖TLどが行Trわれた.

ゆ 漁業管理幽係

47年度は,ウニ,昆布のための桁網漁業禁止.操業地区ぺ浮標設置,監視船の出動7:I

とが行なわれた｡

④ 営漁改善関係

47年度は.コウナゴ敷網漁業の講習会,各漁協-技術研修派遣TLとが行なわれた｡

⑨ 遭難救助関係

47年度には,三厩漁協Q)イカつ り海難事故q)際の捜索に参加した.

以上が,常時行なわれる事業である｡

その他,近年,観光ブームにC)って,観光事業をおとそうとい う動きもあるが,収入が増えても

漁場が荒されるとして,漁民Q)反対も多いO

(a) 他産業とのかかわり

前にも述べたがI漁民はほとんど全て,鼻業との兼美を営み,鼻美が主とTLっている者もみられ

るoさらに,鼻,漁業兼業の他 漁や,鼻作業の合間をみて出稼ぎvc出ている者や,定職をもちサ
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ラ1)-マン化し,漁や鼻作業C)ときだけ仕事を休むとい う者もある.出稼ぎは,大都市の土建業が

トップで,そQ)他 トンネル工事C)日雇TLどが多い.短時間で多くo)収入を得られるため,ますます

増加 していきそれと同時に漁業は衰退し,片手間的に漁をする由民が増えていくように思われる.

(の 西部漁業における問題点

大き7:=問題点として,漁業振興があげられる.そのために解決されるべき細かTL問題としては,

o漁場整備
1

o舟揚場整備

o船Q)大型化

o後継者問題

o組合の機能の強力化,漁民Q)生活安定o)ためQ)計画的運営

o養殖技術o)進歩及び漁法改善

などがあげられる｡

以上,､西部漁協o)親状を,それに附随する問題点を述べた.

4) 今 後 の 展 望

以上,みたごとく今BIJ町の漁業o)-実態である漁家の漁業活動vcよる所得Q)全所得vcしめる比率

の低下を改善するため,未利用C)漁場をもつ西部漁協地域C)浜名地先に,海洋水産資源開発促進法

が適用され,国 ･県 ･町0)資金vcより,コンプの一大増殖場たる ｢大規模海草E琵地｣の建設計画が,

昭和 47年からの諸調査段階を終え,昭和 54年完成をめざして,本年から具体的に検討され,建

設工事着工へと移る予定である｡しかし,この計画は三厩地域 も組み込まれているため,コンプを

定着させる大規模TL石材やコンク7)- トブロックからTLも構造物 12個を,どちらの地域にいくつ

入れるか等の問題が残っている｡しかし,この増殖コンプは,それほど品質的には高級品の域を下

ろもQ)でTLいため,経営体の滅少定着化を考えあわせると,漁家一戸あたりQ)収入増は確実とみら

れる｡完成後は,地域漁民の参加vcよる管理団体を設置し,同団地o)管理運営にあたることにTLっ

ている.また,ウニ ･サザエがコンプ漁場に必然的に結びつくため,これらもP.I団地o)対象とTLっ

たが,ウニやサザエの採取にあたっては,潜水夫を必要とするため,ぜひとも漁民意識の高揚が望

まれるもC)である｡県側o)推定では,三厩 ･今別のコンプ ･ウニをあわせた予想生産高は,現在Q)

200トンの10倍に達するものとみられ,同団地円の不漁のときにそTLえ,養殖場建設Q)ため0)

根付け試験等が並行 して行なわれているため,現在低調TL西部漁協地域も近い将来には,括況を呈

し.Tくるもq)と思われるO

さて, 2で述べたごとく東部漁協地齢ま,西部漁協地域と異TLり.漁民の意識も高く自主的TL組
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合円C)研究グルーブvcより, ワカメやサザエの養殖が試みられ,ワカメに関しては.商品化 も明る

い見込みであり,組合の宿動は活発化0)方向-ますます向くもJ)と思われ,さらに,イカ･コウナ

ゴ･マス7:rどの一本的漁業や定置網漁業に力が入れられたTLら早期vcも漁業地域として特輩せられ

るものになる｡しかし,そ0)ためVCも漁船C)動力化 ･大型化 漁法や漁具の改善等の問題解決がは

かられるべきである｡

(斎藤恵美子 ･太田 憂子 ･中山 勝治)

〔参 考 資 料 〕

･今月町 町勢要覧

･東部漁業協同組合業務報告書

･西部漁業協同組合業務報告書

･西部漁業協同組合定款

･今別町C)概要

･県庁魚政課資料
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20m距離にして沖合 1,ロoo

m以円0)ところに設置｡こ0)あ

たりは砂だからコンプ漁場とす

るためには,このようT=岩石o)

構造物U)設置が必要｡



5. 交 通

〔鉄道交通 〕

1) 国 鉄 津 軽 線 の概 要

今別町打は国鉄津亜線が通っている∩ その総延長は 14Em余で駅は 4つ,そのうち今別を除 く5

っが無人駅である｡青森まで 1日占往復のデイ-ゼ,Vカーが運転されているが青森までは 1時 間

40分もかかり,はなはだ不便であるo

2〕) 貨 物 輸 送

今別駅では貨物を取 り扱っていないため三厩駅で発送と到着を調査した｡

48年の貨物総発送 トン数は8848トン1日平均 24 トンで品目としては木材が圧倒的に多く,

全体の7割以上を占めているOその他には金属機器=業晶,農産物 (栄)などである｡このことは

林業を主な産業とする今別町 ,三厩村としては当然の結果といえる｡

同じく48年の貨物到着総 トン数は 18529トンで 1日平均 51トンである｡その主要なもの

は化学工業晶で8割近 くにもなるoこれは青函 トンネ,レ=事等把使われるセメン トで今別町打は直

接関係がない｡

I5'1

3) 旅客運送と通勤 ･通学圏

今別高校の生徒の通学圏ははは津奄線にひろがっているoこのため500名余りが津草線を利用

している｡ 通勤はほとんどが青森方面で今Brrに入ってくるのはわずかの通勤客と行商人である.

今別駅の調査による昭和 48年度の乗車人員は定期客が75,口00人,定期外客が 95,UD0人,

合計 188,口00人でふ r),1日の平均が 481人,また 48年匿は 1日平均 428人であるo季

節による変動は 1?月に帰省のためとみられる増加があるが,夏の旅行客行楽客は三厩方面に直行

するため,今別駅では変化はみられない｡

4) 鉄 道 交 通 の 将 来

新幹線に関していえば,車葡基地ができるかどうかが問題となるO革帯基地ができれば関連産莱

の立地把より今Br.町の将来はかなり最望がひらけてくるのではないだろうかO革帯の修理などはも

ちろんだが,事故のきいの本州側O-)前凄基地 ,そのうしろだてとなって今別町が活躍する日が来る

と思われる｡

地元住民の足としては新幹線は関係が うすい ｡ その点からみて既存の津餐線の充実をはかること
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が大切である｡まず現在非常に混雑する朝晩のラツシ-の解消と今別高校の生徒のための青森行き

最終列車の時間繰 Y7下げ,これを早急になさねばならない.生徒たちは最終列車が早いため.満足

なクラブ活動もできず打いるo

そカから将来の北津華観光の基地として今別を発展させるためにも青森からの急行乗 り入れを実

現させるべきである｡

国鉄の方針に従っていけは見捨てられてしすうかもしれない津垂線だが,女b域の住民W'とって鉄

道は単なる輸送機関ではない〔無表情なアスフアTL,トの道路ではなく,2太のたくましい鉄のレ一

･レに住民は自らの心の支えを,地域の連帯を感じているはずであるO

〔道路交通 〕

･ バ ス

国道 280号線を走っている青森市営バスは,三厩～青森間を1日5往復してい る｡その他小区

間を何本かが走っている｡運行通路は,竜飛～字鉄一三厩一今別～綱不知～宇田一平館～石浜一蟹

田～古川～東青森となっている｡竜飛線 (三厩～竜飛間)は,一 日往復 400人ほどで観光客が多

いo又,三厩～蟹田間は.一 日200人となっているo

このバス交通で問題となるのは.一つに道路があげられる8道路幅が非常に狭 く,対向車が来た場

合などは,どちらかがバックしなければならないほどである｡ もう一つは,住民にあったダイヤ編

成をしていない｡例えば,通勤,通学者のためのダイヤが考えられていないとか｡ これでは一体何

のためにバスを走らせているのか,対策を構じる必要があるだろう.町独 自の運行 ,さ､るいは,他

バス会社の運行など｡しかし後者に関しては,問題があるようである∩

･ 自動車 (タクシ-)

今別に五台,三厩に三台のタクシーがある.今月=打おけるメクシ-利用者数は, 1ケ月 6,500

-7,000人ほどである｡ 主に町管円を走r),病人の利用が多いようである｡ 月別にみてみると特

に8月の利用が多いO これは里帰T)の人の利用があるた哲であるo

･ 交 通 事 故

青函 トンネ7V工事が始まる以前は,ほとんど事額がなかったが, 48年頃から企業体が入って く

るにしたがい,急激に交通が激しくなってきた.機械器具,砂,砕石等を積んだダンプカーは,荏

復 50-占t]台通る. トラック,乗用車を加えると1時間に往復 220-250台となっている｡
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＼ 1972年 1975年

事故件数 50件

人身事故 55件 15件

今年は7月現在で事故件数 8件 ,死者 1名,負傷者 9名となっているQ

事故原因は,酒のみ運転が主であるO従って夜間の取 Y)しまりを厳しくする必要があるo 多くは章

飛からくる青函 トンネ7L,関係者であると思われる0 月別K.みると,8月の事故が多いとのことであ

るが,これは居眠 り運転による事故 であるO ここ今別では.運転手の常習会,映画をみせた り,自

転車,バイク咋幕習会等を行なっている｡ ここで問題となるのは,先打もあげたように道路があげ

られる｡交通量が増加したにもかかわらず,道路状況は依然かわらず,幅がせきく,又上 り下 Yl,

カーブが多い｡

ここで道路交通に関する問題をあげるとすれば道路幅の問題があげられる｡

これからは,今以上に道路交通量が増加してくると思われるため,道路幅を広 くする必要がある｡

又,バス交通をもっと利用しやすくする必要がある∩ 津摩半島における葡光のお くれは.この交通

が発達していない点にあるのではないだろうかo 従って観光地とするためには,まず道路や鉄道交

通を整備することが第-であると思われる.

r菊池 幸子 ･井上 徹)
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6. 〔集 落〕

1〕) 村 の 発 生

今B日本町は今から 11ロロ生 くらい前,坂上田村麻呂が東夷征伐の際この地に止せr),神助を得

て討征を完了したので同年この地を｢今淵皐円の郷｣と称し.一社を建立して守護神たる八幡大神

を安置して,一部の部下を残し,これに奉仕せしめたのがそもそもの始めとされている.

徳川時代初期には社寺の建立があY),東の浜打おける町として栄え,町奉行がおかれ駅として発

達した｡木材の積み出し港,漁業などが主な仕事であった｡

諸資料によると.この津軽半島の北端 ,竜飛崎東部沿岸は太州k･おけるアイヌ族の最後の占居地

になっているn 1d69年頃といわれる津.軽薄の御折分状覚によると15集落 42戸がアイヌ集落

であると記してあるo このうち次の 6集落 2口戸が現在の今別町内の集落であるo

貢月 :1戸 奥平戸 :7戸 砂ケ森 :る戸 綱不知 :1戸 五所塚 :1戸 大泊 :4戸

また津餐旧記抄五所収 (元禄 5年 8月調 (1692))打は次の 7集落 22戸がアイヌ集落であ

ると記してあるo

宇田5戸 綱不知 1戸 畏月2戸 五所塚 1戸 奥平部 6戸 大泊 7戸 砂ケ森 2戸

この2つの資料は前者 20戸に対し,後者 22戸で大差が無 くはば真実性があるといえるOこれ

らアイヌは 1756年乳井貫によって平民化されたが 1806年頃まで,残存 していたo

2) 発 展 の過 程

山崎.与茂円,今別,浜名,ニッ石等へ,東部平館,石浜,蟹田方面よりの昆布採取のための季

節的に来漁する納屋が発達しているがこれらはアイヌ集落の現存中打それらに任して定住したもの

があったと思われる｡この納屋の発達は相当古 くからのものであり,漁業権 と密接な関係をもって

いて今から40年 くらい前はまだ定住化きれず打いた.

これらのことから集落の発達は農村より,漁村へ発達したものは無 く,アイヌ集落の現存中に,

それらと同じように漁業の集落 として発達し定住したものである｡

幕末と明治維新前後打おける函館戦争の頃にはこの地方打も衝撃を与えたものと思われるが ;敬

次の大火によってその間のことは,知ることができない.

その後の経過は

明治 4年 旧今別村は,蟹田第 5,J＼区管轄とな巾;旧一木大村は下後海組第-大区 5小区管轄

となっている∩

明治 9年 地租改正のとき,単に一木大村に統一しているO
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明治 21年 町村制が施行され.旧今月rI村は三厩村と分離して;今別85番地に役場を設けたo

明治 25年 旧一木木村は,平館村から分離して一本大村打独立し,字大泊打役場を設けたo

明治 50年 両村は5月51日合体合併し｢今Bll町｣となり本庁役場を字今BFl打,支所を字要

月に設けて発足し,今日に至る.

3) 集 落 の立 地 と形 態

集落は海岸藻に.沿って7ヶ所 (東から奥平部,砂ケ森 ;象月,大泊,山崎,今月ll,浜名)一般県

追 ;今Bu大平線沿い打5ヶ所 (大川平.二股,母沢)町道に沿って 1ヶ所 (鍋田)の基礎集落があ

る｡

(j)漁業の集落
(846.12 住民登轟による)

区分地区別 全世帯 数 全 人 口 漁家世帯数 漁家 人 口

浜 名 129 587 78 552

今 別 625 2,522 85 559

村元 .山崎 189 861 118 542

大 泊 118 541 99 485

畏 月 84 548 62 275

砂 ケ 森 65 520 62 518

表のうち,奥平部,砂ケ森.某月,大泊の4部落は,全人口に対する漁家人口が 80車以上で,

漁業中心の部落であるo このことから立地としてほ.海岸線に立地しているo

中)半農半漁の集落

表で村元,山崎を見ると漁家人口は6口車くF'いで.この他に農業を主とした仕事とする人々

もあr),この両方を兼業で行っている戸数が多い｡この集落は近 くに耕地があ∩,半農半漁の生

活が大部分であるo

H 商業の集落

今月H.浜名は.国道 280号線と国鉄津軽濠の接近した交通の便のよい場所に.又役場に近い

場所に立地していて町の中心的集落としての機能をもっているo 集落内の全戸数に対して集2次.

第 3次産業の従卓戸数が 40車以上の集落であるo

巨) 農業の集落

鍋田は,今月1lJrL支流の関口川に沿って立地し,町内では一番の広い耕地にめぐまれた土地を利
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用した農業を中心とする集落である.

全戸数に_対する専業農家数が 50多以上の集落である｡

囲 農業,林業の集落

大川平 ,二股,母沢は,国鉄津華凄沿いに発達し,国有林の影響で林業が大きなウエートをも

ち,林業を中心とした,農林業の集落である.全戸数打対する林業に従事する戸数が 2口車以上

で専業農家率 10啓以上の集落であるo

以上をまとめると次の表のよう打なる.

(ィ)(熟 業〕 (ロ)(農漁業) 〔う(商 業) (-)(農 業〕 鍋 (農林業)

綱 不 知 山 崎 今 別 鍋 田 大 川 平

奥 平 部 村 元 浜 名 関 口 開 拓 股

砂 ケ 森 西 田 清 川

貫 月 母 沢

大 泊

〔集落の整備〕

設定基準

o集 落--自然集落で日常生活上最も密接なつなが りをもつ一つのかたまり

o基礎集落圏--圏域半径2,5ロ0サー未満,人口500人以上で幼児 ･老人の徒歩限界程度の広

が r)を有する生活圏域｡

01次生活圏--圏域半径 2,50ロn以上,人口600人以上で')､学校区域程度の広が r)を有す

る生活圏域

02次生活圏--中学校の通学区程度の広が r)を有する生活圏域

(中心集落) (中 心) 〔中 心〕 自 然 集 落
2次生活圏 1次生活圏 基旋集落圏

砂 ケ 森 砂ケ森

大 泊 l長 月 寒 月
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(中心集落〕 (中 心〕 r中 心) 自 然 集 落
2次生活圏 1次生活圏 基礎集落圏

今 別 今 月‖ 山 崎 山崎,村元

鍋 田 鍋田,関口開拓

今 月= 今別,西田

浜 名 浜名

股 股 二股,清川

4) 水 の 問 題

現在の水道施設は次の図のようになっている.

地 域 管 理 水 源 施 設仇 利 用 者 給 水 量世 人 口 一 日平均 年 間

今月日,村元浜名,鍋田大 一川 平山 崎 )町営 表 流 水(長 川)∫ 上 水 違簡易水道1275 92775 4080548 425J〕43.5 1554口015878
大 泊 ∫(与茂円川) ′ 58ロ 55 55 5a4 14008

裳 月 ∫頓 モ 川) ′ 782 80 8ロ 57.5 15688
砂 ケ 森 (砂ケ森川〕 〝 1075 55 55 55.0 12775

奥 平 部 ∫(五所塚川ー 〝 585 5ロ 5口 55.0 12口45

奥 村 元 〟(五所塚川) 8 626 19 19 1.4 507

水道普及率は81帝,残る 19別ま井戸水を利用している.これらのうち町営の上水道簡易水道

については問題はないが,部落協同給水施設の5ヶ所 (給水人口12ロD人)については水不足,

汚濁が生じることもあ｡改考の必要があるo 町の根幹事業実施計画の中には ;この改善策として･

二股 (母沢も含む) ;奥平部 (綱不知も含む).大泊 (与茂円も含む)などの水不足の地区にも簡

易水道設置の計画があr).完成が待たれている｡
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下水道は準岸に処理されていろ｡

農業用水は,主な河川として今別 I121取一,長川 12払1が太町中央部を南北把縦貫して津軽海峡

に注いでいるが,水田の多くは,この河川及び支流の水を利用しているo

一般的に見て,海岸部には耕地,住宅地としての適地が少ないので市帯地は南部の山の手に伸び

つつあr),今後 も国鉄津軽濠および県道今別大平線沿いに南東部-展開するものとみられるO この

点からも上水道教設の充実が早急に望まれることとな り,今後の需要増も予想しての水道設備の拡

大が必要 となってきている｡

現在の状況から見て,とりわけ二股地区と大泊地区と奥平部の5部落は人口に対しての給水量が

だいぶ下回っていると思えるので,計画が待たれるところである｡

5】〉 家 と耕 地 と の 関 係

水田に利用されている耕地は各 自の家屋の付近にはばすとまった状態で持っている農家が多いo

これは本町の土地利用の うち85.4帝が山林であ り,水田 (5.2帝〕畑作地 (2.5啓)で農地は

5.5帝にすぎず ;これだけならは各 自の付近にあることは理解されるO

位置的に見ると今B‖川下流部を除くと長川 .関口川,浜名川 ,中宇田川の沿岸に細長 く,水田が

分布している｡畑作地は,それを囲むように分布している｡この他,最近.町有原野と膨大な国有

林円にある適地の造成をはか P)肉牛の放牧をはじめたが,この放牧地は,山林であることから家屋

から離れたところにあることが多いO

6) 住 宅

住宅は木造建集で槍木材を主としているo大正 5年頃子では屋根は長柾茸で石をもって圧えたが

変わって大端柾茸のみとなって,昭和 55生頃から トタン茸も漸次見られるようになったo 家形は
●●●

大佐柾の経済的な矩形をし,前方の入口にこみせ (こもせとも言う)があって光線のあせP)通らぬ家

であったが,現在建築されている家屋は,こみせをもたぬガラスの多い明るい家になっている0万

生床も次第に渡少しているOまた冬期問の暖炉 も｢いろY)｣｢かまど｣であったが,阿和年代から
ス トーブを使用し.炊事用にも薪,木炭用コソロが使われ,昭和 58生頃から石油 コソロ,プロパ

ンガスが用いられ,ス トーブの薪も石炭に替えられてきているO

r一般住宅の状況〕

(イ)構造別
木造 2,Did

耐火 11

計 2,027

･ロ)所有関係別i芸芸 ',8:三 禁 芸宅 ;87

計 乙口27
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(,う 種 別 提 言≡≡ 1･:66三

計 乙ロ27

7) 間 取 り

Ill 専業農家 鍋田部落 (相円宅〕

千

l えん が わ

床の間 86 玄関 5

占

神 lF .ロ 磨下

仏檀 8 呂

7.5明 ム 鳩t j12 面派し

仕事場 戸 棚 板の間

㌔.

千 8 玄

初 6

板戸

8 板の間L 土間基戸

仏逮 6

軍q D初 6 流し

8 戸 棚
士 トイレ

住居の奥に板の間,倉庫,仕事場,鶏小屋などの備わ

っている典型的な農家の間取 r)である｡

窓の少なさを補 うための明かr)とり窓が,中座敦の

天拝に備わっているのが目につ くo トイレが奥にある

のは.外からも使用できるよう考えて作られたものと

思 う.

12) 漁家の間取 T)(昔の網元の家)浜名部落 ('J､鹿宅)

玄関の板戸をとr)はずすと住居奥の土間まで,ずっ

-と土間が続いていた｡ 漁でとれた魚を玄関から裏ま

で引き込むためで.現在は.漁は全く行なっていない

が.この家の片すみからは.往年の姿を思い起こさせ

る｡ 住居具の土間と8畳 (この8畳の部屋は最近にな

って改造したものらしいo現在は,週に 1回近所の娘

さん達のための茶華道の教皇として利用されている)

の上には,中二階があって,漁の最盛期の時に若い衆 _

の壌所となっていたOこの家も窓が少ないためといろ

r)の煙出しの両方を兼ね備えている煙出しが .8畳と

10畳の部屋の天拝に付いているo

1D畳の部屋は,台所として使われていたO

兵家との違いは.入口から裏まで土間続きであると

ころに見られる. .

(斎藤英子,鳴海秀彦)

参 考 資 料

昭和 47年度版町勢要覧いまべつ

今別の概要 (1974年)

今別町史
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7. 観 光

1) 今別町の観光資源

今月[町は県立公園の若月を有するとともに,県立公園竜飛岬への拠点となっている｡貢 月海勤 ま

海蝕の海岸線をなす自然的景観の覇光資源であり,海岸線に沿って国道 280号線が走っているo

そのためマイカーの観光客が多く,日帰 りがほとんどである｡また.交通の侯が悪 く,バスは日に

4在復だけなので観光客が時間に制約されることも大きい｡

畏月海岸は.東から綱不知,奥平部 .弁天崎,砂ケ森,高野崎,農月,鏡ケ崎.大泊の各部落が

並び寄岩.怪石が吃立する自然的景零であるo海岸線一帯で海水浴,釣T)ができ.特に高野崎では

キャンプが多 く行なわれるという事実をみると,広い意味での覇光的素地は備わっている｡

他の観光資源として,海岸線と国道 28ロ号線をはさんだ反対側の山林 (上磯岩木山,鷹野山)

がある｡ 20分程度で]見上まで登ることができ,与茂円川瑛流と相まって-イキングコースとして

の価値がある｡史跡としては.始覚山本覚寺をはじめとして2,5の寺社がある｡ただ温泉資源の

ないことと,観光的漁業 - 例えは漁火,夜釣 T)など- ないことが日帰 T)型の電光にしていると

言えないこともない｡

2) 観 光 施 設

今別町における観光施設としては.ドライブイン,キャンプ場設備,水泳施設,宿泊施設などが

あげられる｡

ア) ドライブインは大泊に 1軒.浜名に 1軒,国道 28Cl号線に沿って海岸のそばにあるO載光客

は.マイカーが多いため立ち寄る機会も多いが,飲食類持参のため難しい問題でもあるo

(Jり キャンプ場は特に場所の指定はなくどこでもできるようになっているが,駐車場,水道設備の

ある高野崎あたT)が多い. しかし,土地の学生が多く蔵光客でキャンプする人は少ない｡

ウ)水泳施設は.水泳区域 の指定がないためほとんど整っていない｡シャワー.脱衣所,駐車場の

設備は夏の海水浴型の観光客にとって必要ではないだろうか｡

エ)宿泊施設

旅館 8軒 (今別 4.貫月 4)とお寺 2軒の合わせて 10軒があるOお寺のうち 1軒は.ユースホ

ステ,レの指定を受けている.民宿は現在行なっていないが,これからの親光客の動 きに備えて考え

ているということである.
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3) 葡 光 客 の 推 移

交通の便.温泉資源のないことが宿泊に影響しているo道路が整備されるに従い宿泊者の減少が

見られたO観光客は県円からが圧倒的であり.マイカーが多くなり日帰r]組が増すにつれて宿泊者

の数が渡ってきた｡

次の表は昭和 41年から47年までの覇光客の推移を青森県円の県立公園全体の中に占める比率

で示したものである｡

第 1表 竜飛.貴月の笥光客の推移
tl

①龍飛.裳月の観光客数 ②県立公園全休の観光客数 雪雲曾晶署で

昭和 41年 58(単位 :千人〕 4,509 (単位:刊 1.24(%)

42 58 5,999 0,95

45 57 5,945 0.94

44 87 4,171 1.81

45 8b 4,580 1.85

4占 92 4,857 1,98

(県経済白書 1975)

これによれは年々龍飛,若月を訪れる観光客は増えているし.また9つある県立公園の中で占める

比率も年ごとに増している｡

観光客の消費額を.前記と同じように調べてみた｡

第2表 龍飛.長月の観光客消費額

①龍飛,裳月の観光客の消費額 ②県立公園全体の観光客の消費額 紐 で

昭和 41年 42,1D9伴虻:千円) 4,19a580 (戟 :千円) 1.01 (㈲

42 18,859 4,150,180 0.45

45 18,50日 4,D98,828 0.45

44 40,2ロロ 4,52乙210 0.89

45 84,ロロD 5,554,00口 1.15

48 91520 6,559,59ロ 1.54

(県統計年鑑 1971)

轟 2葬で出した比率を第1表の比率と比戟 してみると,消費額は県立公園全体の中で占める比率が

少ない. とい うことは.やは り,宿泊者が少なく日帰r)が多いということに通ずるのである.
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4) 宿 泊 者 数

月月"宿泊者数をみると.7-8月が圧倒的に多くこの2ケ月で 1,0ロ0- 1,50ロ人 ぐらいで,

学生がほとんどである｡ 夏期の海水浴が主となっているため 7-8月が多いと思われる｡ 12-4

月までの冬期間の宿泊者はほとんどない ｡ 春,秋は仕事.用事のための宿泊者が多いが 5月, 10

月あたりで50人程度である.

5) これ か らの観光

今別町におけるこれからの哉光を方向づけるものとしては,津牽県立公園の国定公園-の昇格 .

及び青函海底 トンネIL,の完成による新幹線の開通などがあげられ.それによって脚光をあびようと

しているのであるo

青函 トンネ,L･の開通によって町当局としては今BI.Iに,新幹線のこだまクラスの駅かまたは.貨物

の積み変え基地の設置をのぞんでいる｡

これが実現するならば,全国各地から観光客をよべるものと考えているo

自動車道路も現在の国道 28ロ号線の道巾及び路面の舗装などの改善がのぞまれる｡ また高速道

路の建設なども計画されている｡

又.三厩村の増川から小泊にぬける林道が完成したことによって,龍飛から小泊にぬける道路 も

可能であり,それが完成することによっては,津軽半島を一周する観光 Jt,- トができ,今別 として

は,そJVレートの中間地的休息地的性格の観光が可能となると思われる.しかし額光地としての性格

は,通過観光型ないしは.日帰 り観光型がより強調され,旋盤業はよT)苦 しくなると思われるO

観光施設の設備についても,町としては.肝和46年度以降.5ケ年計画をたて整備に努力して

いる途中である｡

現在設備されたものとしては.46年に整備された高野崎駐車場,47年には高野崎給水施設.

48年には.高野崎つ り橋及び鋳釜崎給水施設が整備されている.今年度は高野崎遊歩道,鋳豊崎

駐車場が計画され整備されつつある｡ 50年度に設備を予定するものに長さ120m,道巾2mの

恵比須浜遊歩道と,59.2平方メー ト,Vの高野崎休憩舎の設置が計画されているo

これらの計画がすべて完成することによって婁月地峡におけるキャンプ場に関する設備が完備す

るが,ここを利用する利用者を地坂Bukみると現在のところ同地域円の利用が多くを占ているので

あるから,完備した時に他地域からの利用者がふえるのかとい うことは疑問がのこると思うo

山崎放牧場を開発し,観光牧場を作ることや.南部の国有林の払い下げをうけ,そこに森林公園

の設置 .スキー場の建設なども計画されている｡又.観光イカつT)などの構想 もあるが漁協との話

し合いが発航している.
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町としてほ一年を通して観光客をよべるような観光設備を作ることによって年間を通 じての観光

地となることを計画している｡その例 としてスキー場の建設があげられる｡

しかしスキー場の建設について,今別地区の旅館組合の代表をしている今BrlHotel の鹿円氏の

話によれは.スキー場に観光客をよぶために必要とされている温泉が今別には亨だないとい うこと

であきr)期待をもっていないとのことであるO

最後にまとめとして,今Brlにおける今後の観光の必要なものとしては,交通機関の整備と地下資

源 ,特に温泉の開発がのぞまれるものである｡

又,今月‖町における観光土産品の開発 も早急に解決せねはならぬものの一つである.

(伊藤洋子 ･宮川並己)

<参考資料 ･文献>

｢観光の現状と問題点｣

｢今月l町 の概要 ｣

｢観光今別 ｣

｢町勢要覧いまべつ昭和 47年度版 ｣

以上昭和 48年今別町役場による

｢青森県統計年輩 昭和48年 ｣
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8･ 結

以上.各項Eにわたって今別町の現況を見てきたが.今月l町 は津蜜半島の先端に位置し.半農半

漁的性格をもってきたo Lかし,経済面において.農業は必ずしも他地域と比戟して有利な条件を

兄いだすことはできない.水田5.2帝 ,畑 2.5帝という低率と.やませの影響を真向から受けるこ

と,市場から遠隔にあることなど,不利な条件のみがそろっている. したがって,漁業面に依存し

なければならないが ,沿岸漁業を中心とする小規模経営では安定した生活を確保することは難かし

いo これらの不安定さが地元民を出稼ぎにか りたてる要因となってきたoLかし,現在青函海底 ト

ンネルが着々と進捗 しつつあり.北海道 との高速連絡 も最早時間の問題 となった｡ いままで本州最

北端の町として,行き止まY)の位置にあった今別町が,この海底 トンネ,L,の開通によって,日本列

島を縦貫する重要幹線把のることになるのであるo裏通 Y)から}'インス ト1)-トに進出することに

なれは,地奴経済も大きく変化することは必至であるO 農業面においても中央市場や北海道市場へ

直結することにな r),経営の多様化が期待されることになるD 漁業面においても,現在町当局で計

画されている海草団地の造成など.獲 る漁業から殖やす漁業-と転換している｡ これらの水産加工

品も流通過程にのせられることになP),大きな期待をもっことができようO観光産業においても,

国定公園津牽半島地域の指定も間近であり,交通の発達と共に哉光客の流入も増大することは間違

いないO恵まれた自然を十分に活用してい くことこそ,今月r町 に課せられた今後の問題であろ うO

(横山 弘)
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